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建材優良証明発行の件

昭和28年10月16 日提出の資料につき本委員会に於て審査の結果下記特徴に依り 昭和28年12月10日附を以て優良医明を

発行した。

1. 
口

nロ 名 浅 野 小 波 板

1. 製造社名 浅野スレート株式会社( 以下同一会社製品)

特 徴 1. 製品が外観，品質共に均一化されている。 2. 強度は日本標準規絡に比し，主主に大でらる。 3. 軽量で彦事

力性に富む。 4. 疲水芸春が少し、。 5. 耐久度が高い。

ロ

nロ 名 浅 野 大 波 板

特 徴 1 製品は外観，品質共に均一化され，強度が大であるη 2 波別を大きくすることにより，さらに強度を

閉すと共に，大張問叉は級勾聞の屋根に使用しても溢水のおそれが少い。 3. 棟その仙の役物についても改良工夫

が加えられている。

1. 
ロ

nロ 名 浅 野 網 代 板

特 徴 1 軽量で偽造材を節約しうる。 2.表面の紙条及m: ね部分の形状等，特殊の考案によって次の利点、カ' 認め

られる Ｓ イ板商の水切れが良 ｌ 、。ロ卦上げに際し，去 ｅ 定のｊＮ ｕｾ が正 ｬ￬ｻｦｩ に災施される。ハまま上げ後踏み割るおそれ

が少し、。3. 施工は釘及鋲によって野地板及網代板相互間を繋結して いるので耐風性が大である。 以 上

日 本 建 築 協 会 建 材 審 査 委 員 長 置 塩 章

四 月 午 餐 会

4 月の定例午餐会は今般欧米の管工事施設を視察。! 帯朝された，須賀工業K K常務内田成之氏の歓迎を兼ねて下記袈

領で催します。さか怠御出rm下さる禄御案内申上げますの

1. 日 時 4月22日〈木) 午前11時30分集会

2. 会 場 繊維ピノレ 6 階テキスタイノレ〈東区北久太郎町 2 )

(但 本町2交叉点南三つ辻目西入三菱銀行西側〉

3. 講 演 欧米の管工事について 内 田 成 之 氏

4. 会 費 ￥300 ( 御申込と同時に願い ます〉

女 御 申 込 は 電 話 又 はハガキて20日迄お知らせ廓います

尼崎九号地域神戸兵姑部居住施設見学会

2 月号予告の標記凡学会を，近畿地建及び，松村組の御好意に依り下dl己の通り催します。期円切迫につきすぐ御申

込み下さい。

1. 円 時 4月20日(火) ( 晴雨不論〉

2  集 合 所 国 定 尼 崎 駅 南 出 口 前 午 後 1 時30分( 時間版守)

3. 見 学 尼崎米軍住居施設

4. 会 費 ￥50目 ー

5. 申込締切 19 R 迄予定人員に述した時先着締切
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1  L O  ( 区際労働機構) の産業委員会には，炭鉱，国内運輸，鉄鋼，金属，繊維，二土建，

石油，化学の入部門が あって，そのうち土建部門の第 4 回の委員会が1953年10月26 日か ら

2 週間，ゾュネーグで， r繁盛回土木建築公共事業置き員会」として開催された。 そこで，

一般報告ののち，主たる議題であるところの生産性向上の問題，保障賃金制度適用の問題

が分科委員会において討議倹討され， 11 月 6 日，本会議に上提決議された。日本からは，

政府側，使用者側，労働者側おのおの 2 名宛凶席された。

建設労働問題特集のーっとして，ここにこの I L O土木建築公共事紫委員会に向席され

た使用者側1] =松村氏，労働者側= 早)11氏の玉稿をけいさいしその会議の内容を広く紹介す

るものである。

なお，会議で採択された生産性向上の問題についての決議や，保障賃金計画に関する覚

曾を同時にけいさいする予定であったが，松村氏の原稿のなかにその概要が示されている

ので，怠複をさける意味で割N t した。

1  L  0 会 議 に 出 席 し て

一 使 用 者 側 代 表 と し て 一

松

昨年の10月26日から11 月 6 s までジユネ{ ずで開催さ

れた第 4 回 I L O土木建築公共事業委員会に私は日本の

使用者代表の一人と して出席した。この委員会に 日本が

代表を派遣するのはこの第 4 回委負会が最初であって，

殊に建設業界から国際会議に代表を派遣するのは最初の

経験であり，世界的視野か

ら我が建設業界を見直す恰

好の機会で為った。

この会主義の参加国は日本

を含めて24ヶ国，鉄のカ{

テ γ の彼方からもボーラ γ

ドの参加があり. 日本は政

府，使用者，労働者各 2 名

宛の代表を送った。

村 雄
世

田

ペネゼラ政府代表 石油産業の利益を全国に均てん

するという政府の決定に基き 7 償ド ノレが各種公共感楽に

投資され，更に政府はイ主宅の復興にカを尽している。か

くして土主量産業は 7 万の労働者を有 し園内最大の労働者

を擁する産業となり，失業対策に重要な役割を来し てい

る。

フラ γ ス労働者代表

ブヲ γ スは毎年30万戸 の 割

で佐宅建設が必要なのに19

52年に建設された住宅は 8

万戸に過ぎず，その迎由は

資金難である。建設産業で

青年労働者が雇傭不安定の

ために職場を去る傾向のあ

会議の議題は( 1 ) 一般報告 祖国盤面麗謬守鞠箇錯盟彊露罷麺臆続適星 るととは残念なことであり

(2) 土 木 建 築 公 共 事 業 に 於 け 園 田 開 思 想 粧 隠 裁 会:蝿 鵬 不 安 定 よ り 保 護 す る 必

る保障賃金の問題， (3) 土木 第盛図 I L O土木建築委員会会議 裂がある。

建築公共事業における生食性の問題の 3 つであった。以 ボー ラγ ド政府 代 表 ( 唯一の赤い国) 最も遣要な

下この 3 議題について御報告しようと思う。 問題は高度の麗傭水準の達成である。ポ ーラγ ドでは 6

年計画により毎年13万 5 千戸の住宅が国家で建てられ，

議案第一の一般報告については各国代表20数氏が総会 今後数年間に30- 4 0万戸建設を計画している。土建労働

席上で夫々の国の実情を報告し，日本も政府，使用者代 者数は60万人である。

表は英語で，労働代表は日本語で演説じたが，日本の建 イタリー政府代表 イタリーの住宅維は深刻であ

設労働者が130- 150万人もいることに各国代表は篤いた る。現在既に国家収入の 5 4 %が建設事業l乞委され，住宅

様である。次に他国の代表の演説を二三紹介しよう。 問題はイタリー自体の財政手段では解決できない。



刊 川

イ γ ド政府代表 イ γ ドは慢性失業，低収入， i!f:技

術であることを示して い る。 5 ヶ年計画によりとの解決

に労使共その達成に協カ している。

議案第二の保 障賃金の問題についてはその小委員会が

構成され，私はその構成員として参加した。この小委員

会の第 4 日自に議長，使用者，労働者団体の三者から夫

々の起草になる決議案を提出したが，結局議長案を中心

に論議を進めることになった。

ここで一応保障賃金制について概要説明しておこう。

保障賃金とは労働者が自分の平素の職業に就き働くこ

とができ，また働く意志を有するが，或いは無理でない

代りの仕事，或は配置転換されても働くことを受諾する

など， とにかく働く意志を持つ労働者に最少限度の仕事

叉は収入を保障することであって，病気中とかス トライ

キ中の者には適用せず，時には保障を受ける労働者の数

に関して制限のある場合もあり得るが，これは失業保険

1どは区分すべき性質のものであって，労働者の収人の最

低額を保障するということでなく，提供された働きに対

し賃金の支払を保障することである。労働者が庖われた

限り，労働者に仕事: を与へること州吏用者の責任である

から，労働者は仕事叉は賃金の保障を受ける権利がある

という根拠に由来するものである。

さて現在世界中でこの制度が採用されている国は英国

・オーストラリア・ニユ{ ジラ γ ドを最高とし，ノルウ

エー・スエ{ デ γ に実施され，カナダ・フイシラシドは

建設業の本質上他の産業労働者よりも失業率( 仕事の中

断) が高いために賃金が給高率となっている。

他の型としてベルギー・ブラシスは労使の全国協会長

が悪天候時の不就労に対して取決めを行い，使用者側の

工事務負額により磁出された資金をプールしてその保障

をしている。

この制度としては世界最高のものであるという英国の

制度は英国政府回答文書によると，労使の代表者間で協

定された作業規則の規定により，保障条件は悪天候，工

場の破援，材料の未到着，その他労使の如何ともするこ

とのできない他の原因( 停電) による労働者の損失時間

の半分を現行時間賃金率により計算する。但しその週に

於て稼動せる作業時間数が32時間以上に達している場合

は支払の主要なし， とし、うのである。

我国の場合は労働基準法第26条に( 休業手当) 使用者

の資に帰すべき事自による休業の場合においては使用者

は休業期間中当該労働者にその平均賃金の百分の六十以

上の手当を支払わなければならない。第27条( 出来高払

制の保障給) 出来高払制その他の請負伽jで使用する労働

者については使用者は労働時間に応じ一定額の賃金の保

障をしなければならない，とし、う規定のあることを参考

2  

迄に附言しておく。

この小委員会の論議は宇目当に白書事し 7 回目の会合で

は労働長者側の議席総退場の様な劇的な場面もあったが，

結局決議としないで次の覚書にまとまった。

建E量産業に於 lt る保障賃金計画に関する覚書

( 前文省略)

1953年11 月6 日次の覚書を採択する。

1. 1  L O理事会は I L O参加会員国政府に対して建設

業の保障賃金 Il : 関し，建築土木公共事業委員会により同

窓された次の事項につき建設業使用者主主に労働者団体に

また必葵ある場合は賃金制定関係官庁に注意を喚起する

様要捕されたし。

建殴産業における保障賃金計画の目的

2. 建設産業には斑傭及び収入は安定性なしという問

題の存在する写実はよく稼承される処であり，との不安

定が労働者を困惑に陥れるものである。

3. 各国に於て建設事業労働者が雇傭不安定の結果に

対して保障される様適当な方法( もしその国に於て従来

かかる方法が執られていないならば) を採用するととは

有意義なととである。

4. かかる方法の適用は特に労働者に対し， ] j 重僚契約

の会期間を通じ，その園の状態に応じ労働者にでぎるだ

け長期 Il : 亘る公正な最少限度の収入保証を与えることに

より逮成する。

5. 保障賃金は新る問題解決のための数手段中の一つ

に過ぎず，履傭並に収入の不安定を来す長期的，循環的

或は季節約の要素は各国に於て夫々完全雇僚を樹立する

という見地から財政政策を調整し，よく配慮された雇傭

政策が一年中を通じ建設活動を容易ならしむるが如き方

法により取扱わるべきである。

保障賃金計画の憲章量

6. 保障賃金昔十回とは使用者が( 必要の場合ー定の制

限又は条件付で) 個人的又は団体的に

(1) 労働者雇入れに当り一定期間平棄の賃金率による

仕事を供給するか( 期間保障) ，叉は

伊) とれ等労働者が或る期間中を働争得るにも拘らず

自己の専門の仕事又は適当な代りの仕事が供給不

能の場合，との期間中に対し一定額の賃金を彼等

に支払う( 賃金保障) ，

の如きことを予め計繭するか，又は法令或はまU' I によ

り要求される如き取決めをいう 。

7.  保隊は労働者の故意によるものでなし悪天候，

工場領事基又は使用者がコ γ トロールできる状態における

仕事の一時的停止のみ適用さるべきである 。

かかる要素から惹起されんとする労働者の収入上の不

安定を排除し又は少くとも減少せしめんとするあらゆる
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合理的且つ突際的手段が総ゼZ られることは淘 ll : . 有意義な

ζ とである。

併し，保障賃金計画上の指導及び適用は夫々の闘にお

ける社会事情を先ず第一に考慮して社会保障制皮と孟複

してはならない。

保 障 期 間

8. 保障は「合理的な期間J とし，一度突施されれば

労働者の雇傭契約は国のま制11 叉は団体契約で指定された

保障期間満了までに終結せしめてはならない。

建般造業に{ 呆陵賃金計画を適用する上に考慮すべき

経済的問題

9. 保障賃金計画に於ける費用は斯業に Ｑｲｾ けるかかる

保障の可能性を決定する上に於て根本的な窓要性をも

っ。 その採用はー是霊的に工事費の昂騰を来す。 この昂騰

の程度 1' 1 計画の細目及びそ の他の各種の考慮，例えば高

度に安定せる麗 i載を持続するために悶としての政策及び

他の賃金並に雇傭条件に関する規則 の 右f効性i乙依存す

る。新業自体としての怠要なる経済問題は労務費の会工

事費に於ける割合であるが，これは悶々により叉建設事

業の部門によっても異る ぺ きものでもある 。

10. 保障賃金計画はまた，既に園第史的乃至産業的規後

で存在し，その産業より全面的又は部分的に支出され，

従って工事費 l亡鵠上げとなる所なれば. J収入安定増加の

うための他の規定と関連して検討されねばならぬ。

11. 保障賃金はー園内に於ける労働移動性の障害とな

らない様工夫さるベきである。

12. 一時的停止の場合，労働者は彼の通常の支払率に

よる他の一時的仕事を引受けることを姫否してはならな

い。例えそれが自分に不適の仕事或は王手門外のものであ

っても或は工事場を変える場合であってもである。

13. 計画は保障により単に金銭的に恵まれるよりは箪

ろ労働者自身の仕事を継続するか，又は他の代替的な仕

事をする方が7すに労働者に有手IJ となる様に保障すべきで

ある。

結 論

れを普及し，それを基本として最終総会の前日迄論議を

つくした。そしてそれを次の11議案に控整理し. 1953年11

月 6 日の最終総会に委員会より廻附し総会はこれを員長修

正で可決した。

1. 建設産業の生産性向上を目的とする土木並に建築

技師の活動に関する決議 ( 7 項 目)

2. 建設産業に於ける契約慣行に関する決議( 2 項目〉

3. 建設産業の生産性について験禁訓練に関する決議

(  5 項目)

4. 建設産業の機械化に関する決議

5. 未開発国に於ける建設産業の生産性の現地調査に

関する労働者委員提案の決議

6. 建設産業の生産性に影響する技術的要因に関する

決 議

7. 建設産業の生i ! T . 性についての調査及び資料作成の

遮姿性i乞関する決議 ( 3 項目〉

8. 建設産業の生産性に関係する労働者募集の重要後

に関する決議

9. 事業場 ll : . 於けるよき心理的環境の確立に関する決

議 ( 3 項目〉

10. 建設巨星条の生産性消加による利潤分配に関する決

議 ( 2 項目)

11. 建設産業に於ける出来高市j賃金曜門委員会の報告

に関する決議 ( 2 項目)

以上の11議案についてその内容を述べるだけの枚数が

ないのは残念であるが，その第 1憲章案カ呼セ表的なもので

もあるから，その内容を次に記しておく。

f 1953年10月26 日より 11 月6 日まで I L O巡事会によ

ってゾュネーグに召集された修生凶 I L O建築土木公共

事業委員会は，

国際労働事務局の準備せる建設産業における生産性に

影響を及ぼす要因に関する報告誌を検討して，

建設工事の設計段階に於ける建築技師並に土木技師の

活動は現場の生産性に直接影響を持つ ζ とを考慮し，叉

建築技師，土木技師，使用者，労働者が建設工事の適

14. 保線賃金制度採用の問題は既に建設労働者の失わ 切な段階ll : . 於て緊密な接触を持つことは生産性胤磁のた

れた時間の補撲を充分保障するに足る高広の賃金水準を め非常に望ましいととであることを考慮して，

有する国々に於てはその適用の襲なさととを認める。 1953年11 月 6 口次の決議を採択する。

15. 上記の方法は各国の事 '1宵に最も適応する法令. IX 1. 建設工事の計四と明細書は工事の性絡が併すあら

府ま[ RII 叉は団体協約によって採用さるべきととを勧告す ゆる場合を想定し，現場の工事が始まる古Ijl z : . 準備し. 76

る。 イ子明細な点まで完了しておくこと。

2  詳細な作業図面を各職種i f j ，に準備すること。かか

議案第三の生産性増進の問題については，討論開始に る図面の解釈に当つての運転を防止し，かくして生産性

先だち事務局長は建設産業の生産性に影響を与えている ! こ有利な効果を与えるものである。

要因に関する報告義の内容につき簡単に税関すると共 3. 工事そのものの性格が必要としない限り，建設工

に，小委員会に対しこの問題を検討する場合には36項目 撃の計画と明細容は現場作業が始まってから変更しない

よりなるその報告書を審議する様要務した。 委員会はそ とと，とれに関連して建築技締並にニk木技師に次の様に

3  
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勧告する。即ち計画や明細穫が最後的な形をとる古ij にそ

の施主が計図したすべての工事についてはっきりした実

際上の案を得ておくこと，またー皮始まってから変更す

ると原価が高くなり生産性向上への悪影響のあるととに

注意するとと。

4. 建築技師並に土木技師は建設工事の設計段階にお

いて出来るだけ現場の下小屋，飯場，資利主事の為の場所

・をも考えに入れておくととが望ましいととを考慮すると

と。

5. 建設現場に於て労働者のために設けられる福祉施

設は契約容に定めておく ζ と。とれに関して建築技師並

に土木技師は法律その他の規則，或いは労働協約中の ζ

れに関する規定について知っている様にし，必要な時は

何時でもその地区の使用者或いは労働団体から指導を得

る様にするとと。

6. ー方では技術家間の，他方では労使| 倒の緊密な連

絡が建設産業に於ける人間関係と生産性を改馨するため

にｾ ［ ましいものである。殊に現場の短時間の会合を奨励

すること。それは職長と労働者とが彼等の従事している

計爾に充分通暁するたすけとなり，叉特に技術的に興味

ある新しいことに精通するたすけとなるばかりでなく作

室長単位における人間関係の改善にも役立つのである。

7. 建築技師並に土木技師は特に規格化I l : 基く設計を

採用する様注意するとと， ζ れは現場ーにおける作業の科

学的編成を容易ならしめる。

8. 以上第 1 項より第 7 項までに合まれている提案を

正当なる経路を経て建築技師並に土木技師の注目を惹く

様にするよう I L O理事会に要請する 。」

以上で主要な議案について決定を見たのであるが，こ

の外に

イ. 委員会の決定を効果あらしめるための各国政府の

措震に関する決議

ロ. 建築資金貸付のための国際機関設立決議に対して

大 会 株
合 防 耐 採 はを 間
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執るペき措置に関する決議

ハ. 建設業の労働安全研究に関する決議

等 7 項目の採否を決定した，

次に第 5 回委員会 ( 1955年，場所未定) の欝題に関す

る決議を行い，

1. 建設業の年少労働者の着用と生活条件を保護する

とと。

2.  建設業の作業災害を防止するとと c

3. 建設業の労働時間を短縮すること 。 ( 賛成 58， 反

対 39，保留24)

4.  建設業の完全雇用を jilH呆し維持する具体的方策。

を決定した。

この 4 議題は I L O理事会で再び審議され，その中の

2 つが採摂され正式の議題になる筈である。

以上の議事全部を完了したのが11月 6 日午後 5 時30分

であった。その後，議長及び各小委員長の挨拶があり両

日会議は閉会になった。

本会議を通じ特に印象に残ったことは，会議当初に於

て初出席の日本使用者代表に使用者側の運営副委員の指

名権薦を受けたこと，各国代表の国情報告が大部分住宅

難をうったえていたこと，欧洲に於て時間制の賃金払と

併行して出来高払制の採用を使用者が痛切にうったえて

いることで・あった。これは賃金の問題であるよりも労働

力の不足に起因しているためで、ある。

倫建設産業は一国文化の象徴であると同時に国勢のパ

ロメ{ ターであると考えるとき，我が国は恐らく米国に

次ぐ労働力と建設工事震を有する国であり，自らを三等

国四等国などど卑下するには当らないと信じた次第で‘ あ

る。またこの会議は世界の建設業界を加正面より見るに

は淘に良い会合であり，こと労働問鱈に関する限り日本

は労働基準法を初め世界に冠たる労働法があるのである

から，日本の使用者代表として私は超然として会頭を見

廻すことができ，淘に愉快であった。

= 予吋 J } ス

フローリン ry・

' 11¥穴式1畠 風 .

( 童医者 松村組社長〉

電
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1  L  0 会 議 に 出 席 し て 一一

一 労 働 者 側 代 表 と し て 一

私は1953年10月26日から 2 週 間，ジユ ネーグで開催さ

れた第 4 回土木建築公共事毅委員会に，日本労係I l t t 表と

して出席した。構成24ヵ国からなる労働万℃表遠のうちそ

の主要なメ γ パーは，おのおの労働趨動のペテラ γ では

あろうが，政府ならびに使用者代表団と会議の主謝餐を

争うというような強力な発言力を限のゐたりに見て. ふ

りかえってわが国の建設産業の現状のように， I亙々たる

小組合tこいたるまで，分裂とその芳融代謝の激しさにつ

ねに幹部と政策の変転を試みざるをえないわれわれの周

囲や，逮れた日本の土建産業のなかでやっと喰うだけで

背一杯の建設労億捕の，労働組合以前の姿弘想起して

つい寒々とした孤独感に製われると共に深く考えざるを

えなかった。

( ー) 包本代表の報告

労働代表として日本の現状を卒直に述べる機会を本会

E誌においてえたので，一般報告として次のような日本の

土建労働者の現状を述べた。

日本の建設産業の機械化は敗戦後における復興期を通

じ，先進諸外国の刺戟によって逐次近代化されつつある

現状であるが，国内における他産業のそれと比較すると

後進国の範鳴に入らざるをえない。

建設産業従事労働者 l' i ，一般的な見方によれば近代賃

金労働者としての自覚を持つにいたっていない。したが

って前時代における封建的身分関係によって溜傭関係が

結ぼれている場合がはなはだ多い。とのととは種々の怒

影響をはらんでいる。

建設fffi 業組織労働者の数は 1必万就業労働者中わずか

18. 9%にすぎない。との原閣と しては，労働者の就業場

所の非固定性，農村の窮乏からの季節的出稼，不熟練労

働者の就業可能等が作用しているが，同時 i乞，ポス制度:

が払拭されていないことが， もっとも震要な原因と考え

られる。しかし現在まで結成されてきた建設産業労働組

合を中心として，組織労働者は，団結権をもってしだい

に封建的要素を打破しつつあり，更に中間搾取の排除，

職場環境の改善，労働条件の昂錫に会カを集中している

それにもかかわらず，現段階では戦時中の 7 r シズム

の弾圧から解放されてまもない時期で，やっと労働者と

しての自覚をわれわれが身につけはじめたばかりであっ

て日本においては，産業中もっとも遅れている建設部門

のなかで，近代労働者としての諸条件を導入維持してい

くととは，そう短期には解決しえない困難な過程にある

早 方 行
l

 

l

 

j

 

と指摘できる。

とれは建設産業は封建制の牙城であって，経営者の圧

力も大きし同時に労働者自身の階級意識の欠除と両者

の相関々係が強く 作用して労働者側の弱体を招いている

他産業部門では，労働運動が急速かつ強力に成長促進

されており，直接間接の大きな影響がわれわれのなかに

浸透して低賃金からの解放への途を進む方向にある。

われわれは当面の運動方針を次のように設定して， 日

本建設産業近代化の指標たらんとしている。

1. 建般産業の民主化

2.  賃金水準の 向上

3.  労働組合による 労務供給の完全実施

4. 労働組合による技能者の望書成

一方， 日本使用俊財℃表はほぼ時を同じうして演説を行

い. 戦後の不安定な日本経済の一環として土建産業の発

展過程を述べ公共事業の労務需給に及ぼす効用，ノj 、規

模請負業の乱立，住宅問題の未解決，電源開発工事なら

びに占領軍工務による変動的活況等に触れ「日本の労働

関係諸法令は，現衣，高水準を獲得したが建設産業労働

者の社会窓識は低く， したがって現行の進歩的立法に対

応し労働関係の近代化を促進し，高生産高賃金が実現さ

れるととを期待する」と結んだ。

更に，日本政府代表は，各種建設計画，土建界におけ

る企業の零細化に基く生産性の伸び悩み，ならびに労働

諸法規の現況を報告した。

三者の報告内容は，いずれも ，労資対決の鋭い言葉は

使用されず，むしろ土建企業そのものの封建性に身すく

みとなって，労働法令の函に習いた ｾｦ を，消化不良の形

でいささか持てゐまし気味であったかもしれない。いず

れにせよ，われわれの側からいいうることは，一部で尽

多少機械化された面もあるが，社会的経済的低水準の余

剰労働の上に生じた土建脆弱経笛者の，寄生産業から脱

し切れない井勘定のなかに，金権の支配体勢がぬくぬく

と温められ，それは建設業の近代化よりはむしろ原始産

業であるほうが，より好都合で、あることを意味している

ということである。

〈二) インドと機械化問題

アジアからの代表は， 日本の他は中国古河て参加で，イ

γ ドから労働北表として，官業労働組合副委員長のラオ

氏，ア スベス トセメ γ ト労組委員長のペイバット氏が白

い帽子をかぶって出席した。

5  
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生産性向上分科委員会においてラオ氏は，後進国と機

械化の問題についてつぎのような見解を扱湿した。すな

わち，後進国，とくに暑気激しく，気候が労僚捕の体力

に窓影響も及ぼすごとき未開国の，生産に及ぼす要因を

徹底的に研究する事が望ましし、。かかる問題の検討は，

他の要因をも含めたすべての原因を十分考慮、するために

ただちに突施せられる事を主要望する。イシドのごとき後

進国では，完全雇傭の必要性がとくに強く，このような

国では，完全雇傭の保証なしに，労働者に生産向上の協

力を求めることは期待出来ない。豊富な人的資源を保有

する後進国の建設産業を，機械化することは，およそ非

実現的ではなかろうか。すなわちそれは，一方において

医販が機械の過重な経済的負担を受け，同時に他方では

失業者をますます増加せしめることになるからである。

....と。

イシド政府代表もこれに向調し，人的資源の過重の国

では，機械化はその国の経済自娩件に照らして進行の度

舎は決定さるべきであって，建設繋が大部分小規模であ

り公共事業が唯一の労働雇傭の源泉であると考えられて

いるイ γ ドのような国では， 機織化が適当とは限らな

い， と強調した。

また，本会議場において問屋政府代表は慢性失業，低

E空金低技術の解決策として 5 ヶ年計画を樹立，労使共

にこれが達成に協力していると報告した。

この会醗で「後進国の建設産業の生産性を即時検討す

るとと。との結果を関係国の政府，労，使それぞれの機

関に伝迭するとと。 ζ の結論に指場的ｾＺ見をふしてき存 Ｕ

回委員会に提 出する ζ とJ を決議させたアジアの新興国

イシドの生産向上に対する意慾は，西欧とはべつの形で

強い害事; 窓を示すものであろう。

( 三) A F L と D GB

誰もが口をそろえて西独の躍進的経済復興を讃える。

そじて経蛍参加を中軸とする西独労資の関係を注目す

る。 16の産業別組合で構成されるドイツ総同胞607万人

のうち，土建労組は42万人を擁し，たとえばハシフソレグ

土建労組支部大会に総同盟プライタータ委員長が出席し

組合の政治的中立の限界について発言すれば，アデナウ

アー首相から抗議文が出るというように，組合運動にお

いて ス争 ールの大きさは，われわれの場合と比較になら

ない。その酎虫の労働代表団は，正副代表，それに膨i問

2 名，通l ! R 3 名，計 7 名の代表団を送ってきた。

それにもかかわらすヘ英国・ベルギー・ブラ γ スの各

代表の行動が終始，労鎮措グノレープ会穏や，分科委員会

或は本会醗において示した会議の主導権略立に，西独代

表があまり積極的に参加しなかったのはどうしたことで

あろうか。会議の主流派と見られる西欧各国にまじって

西独労働代表は，高い民族意識を支えとし，労働組合の

6  

主体性が，労f百五条例ニの改善に関する最大限の行使絡を，

絶えず保持している自信と誇りを内包しているが故の現

象であるかもしれない。

また，米国労働代表A F. L 土建部会委員長グレイ氏

も，葉巻をくわえたまま， メツタに発言せず，その肥っ

た身体をもて余していたようで、あったの I L Oの八部門

にわたる産業委員会のなかでももっとも活澄であるとい

われるこの建設委員会において，高賃金水準を保持し，

労働組合の揺がぬ基盤の上に立った貫録が先進国として

のつつましい沈黙を支えたのであろうか。

( 四〉 左派のうごさ

二つの也ー界という言葉からすれば，ポ{ ラ γ ドはその

一つの世界からの代表といえよう。 60万人の建設産業労

働F蓄を有するポーラ γ ドは，採決にさいしていつも労使

政府代表は同じ漂を入れるのである。各国使用者代表が

医家直傭労務者制度は好ましくない旨を指摘するにおよ

んだときに，ボーラシド使用者代表は，直傭制度は長期

に亘って高度に雇備を維持する方法として望ましいと述

べ，また，後進国の建設産業機械化については，完全雇

僚と決して背反しないとして，これが促進を主張し，更

に「労働渚に 2 種以上の職業を与える可能性」について

は， ｾ雇傭安定の為にはその専門の職業に専念すべきとい

う提案に賛成した。

保障賃金制度を建設産業に適用する議案は後述するよ

うに， 労働情側退場という事手 ｦ ー を ｾｉ 起したのであるが，

「高賃金水準の国における保障賃金制度の可否」が最後

まで紛糾した。これは米国使用者代表が，自 国について

は本制度採用の要なしと断じたことに発するが，この{ 牛

に関して，ポーラシド封御斤℃表は，採用の要なしという

決議の削除を提案した。更にフラシス労傍f J f t 表C G T建

築達合会幹事エロア氏が会議最終日に於て「高賃金水準

国では，保障賃金市JJ r t 採用の問題は起らないことを認め

る」ことを本会鵠で可決することは，労働躍を失業不安

に陥しいれないような保障を阻害することを意味し，現

在も未来も望ましいことではないとして，これの削除を

動議として出した。ポーラシドの各代表も，イタリー等

一部労働者側と共にフラ γ ス労侮斤てき受の提案に賛意を表

した。しかし104対10累で否決されたことは印象に深い。

( 五〉 穣 合

国際会舗で談合の問題に触れたことは興味深い。政府

代表者側主建設産業の「樹子の制限」案を提出したので

ゐる。すなわち工事発注者が建築に支払う工事: 費た吊上

げるごとき結果をみる傍府を，いっさい除去するように

工事関係者全部が協力すべきであるという決議をせまっ

たのである。カナダ労働肘℃表は，この条項はあいまいで

誤解を生じやすいとし，それは賃金，資材費等を固定せ

しめる意なりやと 追求 した。議長はこ れについて， この
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意図するF f r は，適切ならざる慣行についてのみであり， の他当事者双方の資任以外の原因による労侮t時間の喪失

入札以前において安く誇負う意志を有する請負業者逮を にも適用できるようになっている。労働の意志ある労働

比較し，入札予定最低価絡を公定価絡に調整し，事後港 者が，かような原因によって就業を妨げ られた場合につ

札しなかった競争相手に補償金を出すというこ とも，こ いて，協約のなかで次のごとく規定されている。

の「間引を意味する，あるいは建築材料メ ーカ{ が (a) 該当労働者は就業期間中前記のごとき原因による茨

原料の買占めを行うこと，また従業員の生産制限，新資 失労働時間! のメに対する現行賃金率の支払を受ける。

機材の導入反対，業務管理の調整等も含まれる，と説明 (b)  その週の稼働労働時間および(a) :f買に基いて支払われ

した。 る給与総額は，その過に適用されている時間賃金率の

英国労卸斤t表は，本問題に労使のみにかぎらず，政府 32倍以上でなければならない。

自身においても，誇負業者に対する工事費支払遅延にと 労働者代表は分科委員会における本制度の討議にさい

もなう業者の銀行借入あるいは支給資材の不足等も包含 し，失業保険制度の来実施国または不充分な国において

さるべきであるとした。英国使用者代表は，この分科委 こそ重要であること，保障賃金制度に要する費用を誇大

員会ではわす・か数十人の委員により本件が璃せられてい に流布する傾向の多いこと，業界における雇傭と収入の

るが，英屋建築業経営者連盟についてだけみても ，約 2 不安定が原因となって，建設産業の労働力カ巧て足してい

万の会員がし、る現状である，いわんや全世界の土建断子 る国もあり，かような業界の不安を除去することは経済

制限問題をここで解決せんとすることは無理というべき 的道徳的にも重要であること，該制度の究極の目的は労

だ，と主援した。更にカナダ労侮幡代表は討論の保留を 儲踏の年間収入を保寵l港保することであり ，そのために

次のごとく力説したのである 。制限すべき慣行は，おお は公共事業政策. 公共投資，冬季の工事継続等が要請さ

むね本質的には自己防衛的であり，かつ一つの保護政策 れること，当簡の問題は建設労働者にできるだけ長期間

として考えられ，これが発展過程では使用者並に労働者 賃金を保障することを要望する，しかして本委員会の結

の「経験』から生じていると考えられる，と I L O事務局 総は，決踏の形式を探用すべきであること等々を主張 し

は指摘しているが， この点疑点なしとしなし、。新しいシ た。

ステム ，新資機材が建設産業に滋入されると，これが調 一方使用者側は，当閣の問題は該制度可能か否か，可

撃されるまでは工程能率が低下または停止したりする。 能あらばその方法はどうかということであった。建設産

北米労働者は，われわれ自体の力で建設産業内の誤謬を 業のコストをできるだけ低廉にしておくことは重要であ

修正することが可能である。したがって，政府がこれら って，そうでなければ有効雇傭盆は滋少する。該制度の

の点に関して干渉することは不快である。資本主義経済 一つの不利益は冬手にコストが上昇する傾向であり ，そ

の基調である自由企業制度のもとにあっては，コストの のため年聞を通じて一層常備労働者を治力日せ しめる努力

引下げは当然の帰結であるから，慣行制限問題は打切る が阻筈されることである。また，結論は決議のような強

ベし， と結んだ。かくて政府代表者側の提出した本問題 い形をとらず，覚留の形式をとるべaきである，と主強 し

は否決された。 た。

( 六〉 保障賃金制度

保障賃金の問題が 2 号議案として討訴された。この制

度は，労働者の突収入の最低額を保障する最低賃金制度

を意味するのではなく，慈天候，設備破損等による一時

的作業中断にさいし，労働の意志と能力あるかぎり ，そ

の労働者に一定の保障を与えようということである。か

ような意味において建設建築内で現にこの制度が実施さ

れている国は濠洲 ・ニュージ{ ラ γ ド・英国であり ，更

にノー J レウェ ー・ スウェ ーデ γ も一部行われている。英

国のごときは，建築工事における賃金および労儀操件は

，労使代表で締結された労働協約で規定されているが，

このなかで，給与を支払う「週」のうち，毎日の標準労

侮蹄問中，作業する意志と能力ある場合，倒 E章給与支払

に関する条項を設定して いる。この保障は天候不良によ

る労働時間の喪失のほか，工場閉鎖，資材の入荷遅延そ

路長は，本制度の採用は労働者にとっては収入安定治

大のために価値ある場合は多いが，個々の具体的保障計

画は各闇虫自の経済的社会民操件を勘案 して決定さるべ

きで，かくてこそ，その経済的影響は建設産業の発展に

支障を来たさぬのである。したがって該制度の計画は当

該国の賃金決定機関の慣例的機構のいかんにかかってお

り，その目的は経済的考慮を払いつつ労働者に一定の賃

金を支払うことで，これは労働協約叉は法令に規制され

るものとする， とし、う提案を行った。

これに対し討論の後，使用者側は，本件解決の基礎は

建築の発展，経済的条件，現行法規， 慣行，失業，社会

保険等に関する正確な資斜でなければならなし、。特定の

国では，賃金水準カ濯設産業労働者の喪失労働時聞に対

する保障を確保出来る状態にあるが，かかる国では本制

度は適用しない。 したがって I L Oとしては各国の事情

に応じ，現行の取りきめならびに国情等に適応して国際

7  
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規程の可能性を妨げぬよう各国の裁量に任せるにとどめ

るべきである，と集約提案した。一方労働者側は，保障

は天候，使用者側の事由に基く工事中断等に対してのみ

実施すること，最低」週間とし，雇傭期間満了の後保障

期間が終了すること，高賃金水準で喪失時聞を補償する

ごとき特定国では適用されぬ場合もあること，これらは

各国に応じた立法または労協により実施すること等を主

張し，ここに両者の意見は調整しがたき段階となったし

かし，打開のため小委員会を構成し，結局保障期間の争

点は「保障は合理的な期間が設定されたならま長令労協に

よる保障期間の満了以前に労働者の雇傭契約を満了して

はならない」と意見の一致をみた。更に高賃金水準国の

採用是非は結論にいたらず，採決の結果，労働者の主張

する「適用しない場合もある」とし、う決定をみた。結論

については「決鵠」か「覚書」かにつき採決の結果僅少

国際建築科学生会議

一 一 関 西 の 動 き 一 一

先月号で報じたように. 4 月15 日から 1週間ローマ

で開催される国際建築科学生会議に代表を派遣するた

め，日本建築科学生会議はすでにつぎの四君を選出し

旅券獲得のため遂勤してきた。

絹 谷 裕 規 京大建築学科大学院

北 野 幾 造 日大建築学科学生

磯崎 新 東大建築学科学生

石 村 勇 二 大阪市大建築学科大学院

ところが 3 月23 日頃，外貨割当がないとのことで

旅券はおりなかったそうで、ある。主として，外務省の

渡航線とか. S T A C という機関が反対したらしい。

招請状が全学連にきたという理由からとすれば，まこ

とに小児病的だ。というのは，もともと日本の学生の

|  組織には全学連しかないのだから，個人でなくて，学

|  生の組織にくるのは，昔ならいざしらず，現在では当

i  然の話だ。これが全学速がどうのこうのというのはお

l  かしすぎて，子供じみている。これに対し，学生の方

|  では，全学生の総意のもとに，あくまで，この国際建

| 築科学生会議に代表的くり，日本の建築学生の組織

l  を発展していくという立前から，さらに努力したとこ

ろ，在日外人の登録ドルを使って，日大の幾野君z - 送

りだす見通しがついたそうで、ある。

現在では. 4 月にはいってから，資斜の作成と資金

集めに全力をあげるべく努力している。東京から学生

8  

の差で労働者側の主張する「決議」採用と決定した。

しかしながら，これら問題に関する再討議がむし返さ

れ，米国政府代表の提案による「決議」を「決議の声明

J と変更すること，更に英国政府代表の「高水準国では

起らないと認める」との提案がなされるにおよび，この

保障賃金分科委員会の労働者グル{ プの主戦投手である

ペノレギ{ のスメツト氏は，ふんまんやるかたなく労鎖措

代表席に退場を促し，深夜議場緊張裡に，オ{ ストリー

西独をはじめ，ついに労働者全員退場して終ったのであ

る。自由主義の背景としてのトレラ γ スが欧洲の真只中

で，かかる 日本的行動に変じたのは. 1  L Oの事務局ガ

タツグ氏の説明を借りれば，それは戦術であり，次の日

の彼の態度は 決定事項を覚震に120対Oで‘ 可決せしめた

ことで一切氷解したのであった。

( 筆者 間組職員労組委員長〉

数名が，関西に来て，関西の学生といっしょに京都の !  

奥村会館でカ γ ずめとなってローマ会裁に送る資斜( I  

日本文・英文〉をつくっている。 4 月6 日には完成し |  

て発送することになっている。( この資相土いずれ， !  

本誌にでも発表される予定) 一方，資金集めに学生は!

奔走しているが，関西のある建設会社では，建築協会|

の手を通してなら，資金をだすといっているので，早 |

く建築協会が正式にこの会議の代表派遣に賛同しても |  

らいたいものだ。ところが「京大当局」がこの会識を |  

認めていないので，建築協会の漣事会としても京大が l  

認めたら認めるということになっているそうである。 I

建築学会をはじめ，関東の各大学はすべて賛同し，関|

西でも，大阪市大，京都工芸大，神戸大，大阪工大と |  

ほとんど賛同しているのに，ひとり「京大当局」のみ |

が( 阪大はまだ確認していなし、〉賛同しないというの |  

は. r世にも不思議な話」である。ぜひ御穫同願いた |  

いところである。賛同しないのなら，その理由をあさ '  

らかにして，建築界一般の「世にも不思鵠な諮」に首

をかしげる世論にこたえるべきだと思う。賛同もしな

いとするならば，ひとり「京大当局」は孤立するだけ

である。建築協会もなにも「京大当局」が認めないか

ら認めない，というのでなくて，みずから卒先してこ

の若人の集りに賛成して. r京大当局J に認めさせる |  

ベく努力するのがその本来の使命ではなかろうヵ、 |  

なおるこの機会に関西建築科学生会議を育て資金的 |  

にも，また世間にこの国際建築科学生会鵠をしっても |  

らうべく. 4 月下旬ごろ後援演奏会を開 く準備も進め '  

られている。 I
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実 態 と 活 動 にの全 建 労 つ

等

国土建設における国家の役割は，こんにちの段階では怠要な比重工をしめている。建設省

は「公共事業」建設の名のもとに. 土木建築の国家政策のにない手である。それが，真に

医民のためにおとなわれているか，国土の軍事化のためにおとなわれているかは税者の判

断にまかせるが，建設面における労働問題について，国家の政策が，その直接のになり手

たる建設省における公務員，労務者の雇傭関係，労働条件にどのような影響をあたえてい

るか，それに対する組合の斗いはどこにあるかを切らかにしようとしたものが，本記事で

ある。なお， とれらに先だって，建設省労組の沿革がのべられている。

7.1< 清
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群馬，埼玉，千葉，神奈川， 山梨，新潟，長崎県，

東京都3

. . . . 中部地方建鮫局 ( 名古屋市〉所管区域= 岐阜，静岡

愛知，三重，富山，石川県。

. . . . 近織地方建飯島 ( 大阪市) 所管区駐車= 京都，大阪府

滋賀，兵庫，奈良，和歌山，福井県。

A 中国四園地方建徴局 ( 広島市) 所管区援= 鳥取，島

主良. 岡山. 広島，山口，徳島，香川，愛媛，高知県

A 九州地方建政局 ( 福岡市〕所管区援= 福岡，佐賀，

長崎，熊本，大分，宮崎，鹿周島県。

以上のように本省総支部，附属の三支部，六地方総支

部であるが，ヌド省総支部，地程調査所，土木研究所の三

支部が脱退しており，地方総支部の中では，中部総支部

が連合会と総支部の二形態への分裂，近畿総支部が近畿

地区協議会えの改組と金建労としてはF瓜訟の面では幾多

の苦悩を持っているが，この閉会建労は官公労，官労の

統一闘争に参加し，常にその先頭に立って来て弘、る。下

部組織の強化と脱落支部の再建に努力を続けている。

今春 1 月30，31 日， 2 月1 日と 3 日間甲府市において

全建労第 8 回中央委員会を持ち組合員12，0∞名の代表は

組合の主要求をおちとるための大目標に全力を結集して精

力的に闘うことを決定し，闘争体制の整備に目下巡回ォ

ノレグ等を突施して春季闘争に努力を続けている。

春季闘争d，) 目 綴

29年度防衛予算を粉砕し，平和予算に組替えよ。

1.  行政整理反対，定員t曽加( 準戦車，補助員を定員

内職員とせよ〕

2. 最低賃金8，800円の支給

3.  災害復興聖堂，治山，治水費の鴻額。

会 建 労 の 沿 革

会建労とは全建設省労働組合の略稔であるが，建設省

の労働組合が始めて発足したのは2 ・1ス ト ( 1947年) 以

前の事である。発生地は名古屋の中部地方建設局で，こ

こを中心として，その遼動が展開された。

当時の指導者は名倉 ・三村 ・関口 ・三僑氏等で建設院

の出先機関である地方建設局の組合の連合組織として結

成され，後に全土木労働組合として単一組織に切替え，

本院に組合本部を置く事: になり初代委員長に三億氏，二

代目に関口氏が就任した当時の組合員は約6，000 - 7，000

名であった。

1949年建設省の設置に伴い建設工事本部の労組と建設

本省の職員組合と全土木労組の三労組が長野の公会堂に

於いて統一大会を持ち全建設省労働組合として発足し，

全建労初代の委員長として東北出身の和田義人氏が選出

雇 傭 関 係 と 労 働 条 件

会建労の組合員は建設省に従事する職員によって権成

されている。従業員の中には定員内の職員とそれ以外の

もの二つに区分することができる。定員外のものには，

準職員，補助員，一般労務者との三つに区分される。こ

の中準職員と補助員は一般定員内の職員と同様の職務を

されたのである。

ところが同年 8 月に始まった大量首切りによって本省

総支部が艇屋し，地方支分部局の総支部のみの組織とな

ってしまったが，現在に至るまで会建設省労働組合とし

て1949年原田氏が二代目委員長となったカ司て幸病魔に倒

れ， 1952年 2 月三代目に阿久根氏，四代目に森田氏，五

代目に服部氏と相次いで僅かな期間に委員長が首切りだ

辞職だと改選され， 1953年 6 月奈良大会において現在の

第六代目に東北の伊藤氏が委員長となったわけである。

現在の建設省の行政組織から下記の通りであるが全逮

労の組織から離脱しているものは①印の組織である。

1. 建般本省一官房五局 ① 

2.  附属機関

地理調査所

土木研究所

建築研究所

3.  地方建限局

. . . . 東北地方建般局 〈仙台市) 所管区媛= 青森，岩手，

① 

① 

9  

宮城，秋田，山形，福島県o

A 関東地方建般局 ( 東京都) 所管区域= 茨城，栃木，



行っており全建労もこれを定員化へ闘争を続けて居るの

で組合員に加入させているが，一般労務者については，

加入させていない。ところにより自由労組を結成し人事

院に登録し活動している組合もある。

職員は各地方建設局の本局では課長補佐以下全員，工

務顎: 務所では課長，出張所長まで加入している。

一般労務者は 1 ヶ月最低50，000名を下らない状態にあ

るがこれらの人達は直接工事現場で直槍工事に日々雇傭

の形式で雇傭した労務者であるが，その大半カ巧て熟練労

働者であったり，安定所紹介による者であったりするこ

とと，農村の余剰労働力として供給や，農閑期等の季節

労務者等のため低賃金で‘ あっても給糾生活者としての脅

威を痛感しないこと，労働者同志の団結地位の向上につ

いての意欲に欠けていること等が原因となっていると思

われるが，これら一般労務者の建設省全休の組織はいま

だなされていないし，全建労の組織からみてもこれらを

包含する媛にまで達していなし、。

直互| 定員法内の職員を云ぃ，毘家公務員法，給与

法等各省→主職員と同様のものであるので説明は省絡し

昭和28年度末における建設省の定員と昭和29年度の行政

盤狸数を参考までに掲げてみると，次の通りである。

建設省職員定員数

g  分 現在定員

ヌド 省 1，138 

地 理 調 査 所 673 

土 木 研 究 所 177 

建 築 研 究 所 87 

東北地方建設局 1，278 

関東地方 。 2，366 

中部地方 。 1，410 

近畿地方 。 1，071 

中国四国地方。 1，274 

九州地方 。 1，306 

合 計 10，780 

全 体 初 年 度

整淫控! c ｾ整理数

83 

148 

88 

71 

83 43 

84 41 

557 274 

この外に蛍繕部の定員増として 110 名が昭和29年度中

に増員される模様である。以上のように無理な職員では

業務が遂行出来ないので・その無理な実態の表れが，準可能

員であり補助員である。準職員とは 2 ヶ月雇傭形式の一

般職員と略同様の取扱をうけるもの，補助員とは，勤務

時間職務内容共に一般職員と同様でありながら準職員制

度の適用もうけられず一般の日々雇傭の形式により労務

者賃金規震により雇傭されている者である。以下これら

の制度の発援と経過の概要を述べてみる。

i至 極 | 準 職 員 制 度 は ， 昭 和 畔 5 月 時 餌26号「行

政機関定員法」の公布によって無理な定員法からはみ出

た職員が当時「袴人夫J r名儀者J r見習員」と呼稔し

て雇傭していたものが総括的に「補助員」と統一呼事訴さ

10 

27 

れるに至って発生したものと云える。

組合では補助員と名紘を統一し，この人遠の身分の保

障，待遇の改善に努力して来た，昭和24年 9 月建設省は

12，550名から一挙 に 1，700 名の大量の職員の行政整理に

更にその職員は不足し更に補助員が増加の一途をたどる

より外止むなきになった。もっとも定員法施行前におい

ても建設省には「人夫名儀」と私して臨時的職員が存在

し，これらの職員は，工事費中の人夫賃金より給与の支

払が行われていたのであるが，当時は雇用定数が左程厳

絡でなく適宜雇員に任用することが出来たから現在にお

けるような激しい矛盾は生じて来なかった。

ところが定員法施行後職員は箸しく不足し，工事の遂

行カ事実上支障を来すこととなり，この不足を補 5ため

に補助員と呼ばれる職員を各地方建設局毎に藤傭した。

前にも述べたようにこれらの職員は全く一般職員と勤

務内容，職務内容は同じであるが，行政定員でないため

国家公務員法では全て一般月掛ド常勤職員として取扱われ

賃金は工事費の中より支弁されたが，諮給与，諸手当等

について凡て規制を受け定員内職員とは甚だしく差別さ

れることとなった，これは定員の増加について努力しな

いでその場しのぎに賃金支弁者という現場で最も手軽に

行われる解決方法として誤った手段がとられて来たから

で為る。これらの補助員の身分の保障は全て定員内の職

員と同一条件で行うべきであると，組合はこの迩動を展

開して来たが，当局もこれを認め昭和25年度に3684名の

補助負の共済組合加入を認め，昭和26年度より 5980名と

増加して来ているが，これら補助員は医療公務員、法では

非常勤職員と呼唱草され，服務その他については定員内の

一般職員と同様の適用を受けるに拘らず身分の保障は全

然されていないという極めて矛盾した位置におかれてい

たが組合の国会請願や当局交渉は遂に昭和26年 12月より

建設省では人事院事務総長週牒任審発第 263 号「人夫作

業員その他これらに類する者の取扱について」に基き，

職員と同様の勤務時間で雇用が形式的に 2 ヶ月を区切っ

て行われていても同人が継続勤務を要する場合は常勤労

務者として取扱う「準職員制度J を実施することとなっ

たが， 9，905名の中6，003名がこの際準職員として給与法

及び屋家公務員法の全条文の適用を受けるに至ったが，

給与は依然事業費の「常勤労務者給与」によって支弁さ

れている。

画Mfil 準献の歴史で述べたので省くとし，前述の

ように補助員の身分保障が準職員制度の実施によって大

半救済されたのであるが， 9，905名の中6，003名で碕りの

約 3，9∞名がやはり補助員のまま取残れ準職員の枠外に

出たものである，補助員の身分保障にからんでは，全建

労の法廷闘争として「水谷公判J 事件がある。昭和25年

11月の不当首切から福井地裁の第一審，名古屋高裁の第

二審での和解- 取下げまで，昭和28年 3 月25日と足かけ 4
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年の闘争は当局をして補助員の身分保障を急速に考慮さ

せ具体化させ具体化させたといえよう。しかし当局は補

助負が準職員制度の実施によって解決したからあとは一

般労務者のみであるとし，昭和27年 7 月 「建設省労務者

賃金規程」を公布 し 一 般 胸 開制 組 の 賃 金 ， 勤 務 時 間

休日，休暇等に関する基準を制定し，→主人夫作業人夫

作業員等単純な労務に服するこれら労務者と共にこの救

われなかった補助員にもこの賃金規穏を適用して来たた

め，準} 儀員となった補助員と，労務者賃金規程の適用を

受ける補助員との間に利筈点の一線は大きく劉されて来

たためこれら補助員の不満は議々大きくなって来たわけ

である。これは賃金規程そのものに対する不満ーでなく，

前述のように一般職員と何ら変らない勤務形態であり乍

ら不合理な定員法と突態を鮒足した当局の施策の結果生

じた矛盾をおおいかくすために問題の本質的な解決を図

ろうとしないために生じた欠かんで・ある。全建労では補

助員大会等を開催し，こうした大きな定員法上の矛盾を

取り上げて補助員の身分保障と合せて「準職員，補助員

を定員内の職員へ」と運動を展開し「定員地力日」に努力

している。

巨 亙 | 以 上 述 べ た 職 員 ， 準 職 員 ， 補 助 員 は 当 然 一 般

定員内の職員となるべき系統のものでおり，その他に直

結工事: の現場に直傭人夫として麗ょうされている一般職 .

非常勤職員がある，これらは日々雇傭されることが原則

とされている。

L竺職員と其の他の労務者の劃務条件の比較 1

1. 準職員( 一般職常勤職員〉

2. 直傭人夫( 一般職非常勤職員)

準職員以外の補助員もこの中に含まれる。

3  安定所の紹介に よる人夫( 特別職)

履用， ￸ｾ 務，分限，給与について比較すると次の通

り。

準 1決 員

そ 他
者

( 一般職常助職員〉

間

準職員定数君主に定められた定 1 1.

費支内の者。 1

勤 務 内 容 及 び 勤 務 時 間 が 定

員内職員とほぼ閑ーであるも

の。

3. 実質的には 1 年以上継続して

勤務している者であるとと。 1

労の の
務

直 傭 人 夫

( 一般職非常勤職員〉

安定所の紹介による人夫

( 特 別 職 〉

主事職員以外の者であって特| 失業者として職業安定所の

別職に属さない労務者。 1 紹介をうけて房用した労務

者。

2. この中に合まれている者の

中に補WJ } t がある。

形式的に 2 ヶ月を限って雇用

する。

取

扱

原

則

2. 勤務条件はほぼ定員内の常勤

職員と同ー取扱。

1. 国家公務員法及び人事院規 1 1.

貝11 等はすベて適用される。

2. 常勤職員でないという点か 12.

ら任免，給与，勤務時間及

び休暇等の怠ｾな創務条 件
が定員内の職員と呉る。

公務員法上では特別職

とされる。 ‘  

労働条件は，労働基準

法によって規律される

原則として民間労務者

と同一取扱。

。

長の

長

関

同

川

機

設

属

建

附

方

各

地履

用

格

者

者

又

は

川

任

命

仲

畑

E  

任

、，ノみの局

。

体

長

長

長

所

の

局

務

関

設

事

機

建

事

属

方

エ

附

地

各

左。同

Jfl 

凶

任

用

の

方

法

( 方法) _  __ ｾｾ＠ _. _  • _.  __ _. _ __ I  a. 予算の範囲内において雇用 l a 職業安定所の紹介によ

a.  公開競争試験叉は選考 |  稿者が雇用する。 I る外向上。

( 扇舟の形式〕 目 E  

b. 2 ヶ月の期間を限る。

但し期間満了の際作f b意 志 I b. 日々雇入れる。 Ib. 同 左。

表示のない場合，その麗周

期間が自動的に更新される

( 辞令書〉

c  任命権者より辞令容が交付 Ic 辞令書は交付しない。 Ic. 同 左。

される。

。

管保成

管

作

保

の

成

知

作

湿

の

動

録

英

記

事

事

人

人
人

事

記

録

通

知

及

び

間

人

事

異

動

人事呉勤通知，人事記録不要。| 同 左。

最初の雇用年月日，月別，就労

日数を明記する就労簿の作成。

11 



(1) 
法律又は人事院の規則に定める 左記のような身分の保障はな 労働基準法，労働組合 法

事由によらなければ意に反して し、。 及び労働関係調整法が適

E  

分 降任，休職，叉は免職されるこ 用される。

限
とびない。

一般的な差別待遇は禁止され

分

る。

限

(2) 公務員法，当人事院規貝1] 1' 1: . 定める 同 左。 就業規則lに定められた帝l

懲 |
懲

事 由に該 した場合。 裁の規定による。

戎

戒

懲給戒，処分として免職，停職，減 日雇であるので停職処分の突

及

戒告を受ける。 施はない。

ひ

f呆
(3) 1. 勤務条件に関する行政措置 1  同 左。 ちせ働協約により保障の途

樟

の要求が出来る。 を協ずる。

保

障

2. 不利益処分の審査の請 求が 2. 不利益処分の審査の請求

出来る。 は出来ない。

( 法の適用)

a.  服適務用 に関する規定がす べて a.  同 左 a. 就業規則による。

lV 

される。

sR ( 職員団体の結成)

b.  職交団渉体員す団交体を結成して当局と
b  同 左 b .  労働組合法による組

ることができる。 合の結成ができる 。

渉格がない。
団体交渉権がある。

( 政治的行為の制限)

務

C.  政治的行為の制限を受ける， c  同 左 C.  何ら制限を受けない。

公選による公織に立候補で

-きない。

( 営利企業への就職と制限〉

d  営の承利認企業への就職は所属長
d  同 左 d  何ら制限を受けない。

が必要

( 組合専従休暇〉

e.  専従休暇が与えられる。 e. 1 日を限って与えられる。 l e  労働協約の定めると

ころによる。

(1) 給与法及びこれに基く人事院規

一 一 | 一 労 務

原

員1] の適用を受ける。 を受ける。 賃金準員1] による。

V  
貝1I

給

(2) ( 支給主事態及支給額〉 a. 正規の勤務時間 8 時間 a.  P . Wの 日 額表 によ

本
a. 給与法の一般俸給表による。 基本賃金 日 額 る。

俸

( 勤務地手当及扶養手当〉

(3) 
a. 給与渋により支給される a. 支給されない。 a. 同 左

与
( 超勤勤務手当〉

苦昔
b.  支給きれる。 b. 賃金規程により時間外 b.  同 左

手

( 特殊勤務手当〕

労働手当が支給される。

C.  政令，規則により支給され C.  賃金規程により特殊作 C.  同 左

当 る。 業手当が支給される。

( 休日給〉

d. 給与法により支給される 。

( 役付手当) e. 賃金規程により支給き e， 同 左

e. 支給されない。 れる。

12 



(4) 

( 期末手当〉

a. 給与法により支給される。
I  a  特に認められた揚合的ト a  同 2主

郷郵]
支給されない。

末 勉 ( 勤勉手当)

I  b 一一向
b. 同手

b .  給与法により支給される。
左

手 当
支給されない。

当等

( 寒冷地，石炭手当〉

特に認められた場合の外c.  法律に基き支給される。

c. 

2‘  -ー

同 左

支給されない。

(5) 入車院規I { II により原則として 1
建設省，労務省賃金規穫によ 労働基準法による。

勤時書

週“ 時間とし，日躍は勤務を製 り，休憩30分以上を除き 1 日

しない。
8 時間， 過に1日の休日

著書問

(6) :  1年20日間1の有給休暇。 1 年継続勤務の場合. 6 日間 労働基準法による。

'  休 !  病気休暇及特別休暇があたえら の年次有給休暇。

肘暇 |  原則として給与法によって整理 出面申員及就労法により整迎。 同 左

整 方 する 。

| 理 法 |

VI 建設省，共済組合に加入できる。 知入出来ない。 同 左

共組

済 合

(1) 匡E家公務員法の退職手当法が適 同 左
左

準 法

用される。

羽l
拠 親

退

(2) 
6 ヶ月以上在職して退職した揚 退職時において月に22 日以上 同 左

合に支給さ れる。 雇用せられた月が 6 ヶ月以上

一 退
継続した期限1がある場合に支

1践

般職
給される 。

一
手

(3) 
a. 予告を受けない退職の場合。 a.  

一般退職手当の外に予告手当

同 左 同 左

当
退 特

との差額が支給される。

職月q
d， 失業者の退職手当 d.  同 左 同 左

手 退職の日の翌日から起算して

当の 1&手以内に失業している場合

l亡支給される。

(1) 被保険者とならない。
混用せられてから

同 左

2 ヶ月の各月に於i単いて 18日，
四 一失

6 ヶ月に於いて 算60 日以上

失
般 護

扇舟されるに豆まった時から退

職手当の受給妥件充足するま

業

の険

で被保険者となる。

保 (2) 
被保険者とならない。

一般の失業保険の保資絡険者とな 同 左

険

日失
るまで日雇労働被 者とな

雇 業
る。

労働保険

E  国家公務員災害補償法及び人事 同 左 労働基準法による。

公 害 院規.11.11が適用される。

連事補

災 償

x  被保険者とならない。 被保険者となる。 同 左

健 保

長長険

13 



。o 0  0  0  c  0 0 0  0  0  0  0  0  0  0 。

= 防 衛 予 算 を 粉 粋 し て 、 平 和 経 済 の 確 立 へ =

① 首切りに反対し定員を増やす闘いを労農市民と共

に抑し進める。

首切り は独占資本の利潤追求の手段として再軍備編成

強化の目的の為に行われ，平和を求める寸主大衆から建

設省→定職員へとそのほこ先を向け犠牲を押付けるもの

である。建設省に勤務す G国土を守る職員は定員だけで

は足らず，準職員，補助員がその三倍もらり，なおそれ

でも事業が完遂出来ないため超過勤務という労働を強い

られているが，その手当の 3 分の 1 も支給されていない

実態である。かかる事情の中に為って職員が 1 人でも首

を切られるということは，納得のいかないことであり，

逆に人員を噌や し定員の増加の闘いを強力に進めなけれ

ばならない。さきに勤務と労傍操件の項でも述べたよう

に，はっきりと補助員がありこれらは一般常勤と全く変

らないにもかかわらず，当局はやはり直傭人夫と呼び日

雇労務者並の取扱しかなさないのみか，現在の職員の中

に含まれている営々 20有余年技手や技手補として内務省

当時から永年貌続して来ている労務，技能系統の職員の

準職員叉は人夫えの格下げによって定員法の不足を補お

うとさへしている。従って全建労で叶主，建設省の突態を

労農市民に知って貰うと共に「首切りは絶体ならぬ，定

員を増加しろ」を目標として闘っている。

② 災害をなくし平和国土を建般するる為に国民大衆

と共に治山治水資をふやせ。

昨年の水害は近年にない被害を一般国民大衆に与えた

との水害の原因は，戦時中の治山治水事業の放置と戦後

の占領政策，戦時経済政策から生れて来た事業費の削減

とそれによる工事の粗悪無計画が一挙に現れてきたこと

にある。政府は昨年の水害を期として抜本的な治山治水

事業計画を樹立しこれを行うと発表したが29年度予算や

過去の長期計画でもわかるように，再軍備計画. MS A  

受入れの後進のため犠牲にされて しまっている。こうい

う矛盾した戦時経済が，平和な国土建設をないがしろに

しているかがわかる。 29年度予算案によれば国庫補助金

の打切り新期工事の打切り，災害復旧費の削滋がみられ

国民大衆の不満がものすごく出て来ている。直接国土建

設の重要な任務を負っている全建労は「国土復興はわれ

われの手で」と叫び続けて来たが，昨年の奈良大会以降

の闘いの中では災害復旧，治山治水費のt曽額，請負の反

対の要求を出し，郷土を水害から守ろうという地元の義

市民，労働組合等の叫びかけに応じしつ均り手を給んで

大衆と共に闘いを進め予算獲得に全力を傾けている。

① 賃下げは許さない，最低賃金8.800同を支給し ，

生活を補償させる闘い。

行政裂の節約でいためつけられ旅費の二割天引，事務

費の削減で仕事の連絡の阻害，手当の出ない，超勤，日

額旅費の削減に加えて本年 1 月 1 日よりのベ ースアツフ

は地域給の五分6¥下げにより実質的には旧ペースと何ら

変らす. 掛金，控除金額等が高額になったため実質的には

引下げとなってしまった。政府は新ドツチライ γ によっ

て本年は 1 銭の値上げもしないと云っているし運賃，

米側その他の物価はまず上昇の一途をたどりつつあり組

合員の生活は議々困窮のどん底に追いこまれている。わ

れわれは，超勤や旅費の赤字整理の笑施を計って完全支

給の裏付け，絡下げ反対，税金の事| 下げ，物価の値下げ

運動，地場給の引上げ等々家族や一般大衆と共に実質賃

金の向上を言十り，成年独身男子 18才の最底賃金 8. 800円

の獲得に努力する，がこれらは全て 29年度の防衛予算を

粉伸し，平和経済を確し，建設省の治山治水設の予算鐙

得の斗いであり，これらを大糸の要求として労農市民と

共闘する体勢を整えることに努力している。

( 録者会建労近畿地区協議会幹事)

N 、I V、I V内，...内，、Pぜ、N 、I V、，、"'"、J 、円ν、，

1一 武 智 式 鉄 筋 混 凝 土 枕 基 礎 工 l  

特 許 | 日信三角現鉄筋f昆凝土杭基礎工 |  

枕

税明書及ピ防潮

鴬上、盛土地帯

に於げる実蹟表

進呈

1.1  

しー コシポミJ ';I ト、バイノレ( 長尺継杭) 基礎工ーl

特

長

測量・地質調査・地耐カ測定施工

砂 利 充 填 に よ る 特 殊 施 工 法

支持力強大。工事迅速。工費低廉

株 式 会 社 武 智 工

取 締 役 社 長 福 留 並 喜

務

大阪市西区西長郷北通四丁目をO 細野ピル三六号

電話新町 @ 九 九 五 ~ 九 九 八 番

所



ことに発表するものは. 日建協( 日: 本建設産業職員労働組合協議会) が，昨年， 日本の

土建界における組合の現状を概略的にまとめた資料である。内容は，建設業者数及び就業

者. 建設業関係労働組合，職員労働組合，日建協などにつき， その実態を，簡単ではある

が，示している。

こういった資料は，いままであまりない。また土建界の特殊性からして，その実態はな

かなかとらえにくい現状にあるとき，一つの資料のあしがかりとなると思う。こんご，土

建界の組織化と民主化t t : . ，組合がどういう任務があり，どういう活動がなされなければな

らないかについて， との資料はなお不充分であるが，とれをあしがかりとして， さらに正

確な現状分析をおとない，土建界の民主化のために，生活を守るために，活動していただ

き い と 念 願 す る も の で あ る 。 ( 編 集 委)

日本における建設産業職員労働組合の現状

繁 盛 表

敬室長別就業者扱 1953年 6 月現在 ( 単位千人〉

専門的技術的職業

管 理 的 職 業

事 務 従 業 者

販 売 。

運 輸 的 職 業

採 石 的 。

特殊技能工，学能労働者

サ ー ピ ス 業

5  0  

4  0  

9 0  

1  0  

3  0  

1  0  

1， 1  1  0  

1  0  

建般業者及び就業者

日本においては，一件の金額30万円以上の工事を誇負

う建設業者は，建設大臣叉は都道府県知事に登録しなけ

ればならない。

登録業者数

表

1953年 8 月現在

1  第

1， 3  4  0  

表5  多存

計

登 録 業 者 数

知 事 登 録 51，970 

54，521 

申

Zえ

2，551 

次に就業者数は下記の通りである。

I  2 以上の府県で¥

‘ 営業するもの /  

( 1 府県内で営業¥

¥するもの /  

計

分

2  告存

大 臣 登 録

区

単位労働
数 Em労

比

男| 女| 計| 比 室長組 合 数

会産

2 7 7  

業 ' - - 1 %1 5461  014!  5601 . _- /vl %  

建 設

1，7 5 2 2 3 h 5 3 6 2，2 7 4 7 5  h 2 7 4 . 8 3 0 3  

業

!  1 μ  

1 9 5 2 年

建設業関係労働組合及び組合員数

6 月現在
1953年 6 月現在 ( 単位千人)

叫て:::: l

女

2. 建設業関係労働組合

第 2 次大戦中は皆無で・; i ; ，ったが，戦後激増し次の通り

L となっている。

比 1

1 0 0 %i  

3. 32 I  

男一寸

全産業就業者数

建設業就業者数

註，建設業就業者数は季節約に変動し， ｾ早期には ＳＰ

- 4 0万人増加する。

以上の建設産業労働組合は，賂々次の如く大別

し得る。

職員労働組合一一主として綜合業者単位の企業

体別単位組合

綜合叉は職別

一業者単位の企

業体別単位労

働 組 合
所

労

単

者

定

能

村

働

安

投

合

町

労

業

非

組

'

能

職

の

の

市

投

合

共

録

者

'

の

組

会

登

働

区

位

の

E

 

，
‘
s
a司働労

口

n
媛地

合

15 

労働組合一

a. 

b， 

世

<l ' C 

1953年 6 月現在( 単位千人〉

総 数

会

40，290 

互主

(1∞ %  

|量

設

( 100% 

ｾ＠

3  書存

地域別就業者数



註，一般労働組合は単位組合が多いが地域別連

合による全国組織もある。

建設業労働組合は，労働躍の就業場所の移動性，農村

よりの季節的出稼，知識水準の低き等のため，組織力も

弱く，叉組織率も全雇用者中の30. 3%である。( 全産業

は 40%)

3. 聡員労働組合

日本に於ける労働組合組織のほとんどは企業体単位の

発達をとげ，特に職員労働組合: ，1全産業を通じて地域別

職能別組織となっていない。

建設業職員労働組合も同様，企業体単位であるが，勿

論使用者及びその利義代表者は除外されている。第 4表

において技術的及び事務的職業に従事するものが14万人

となっているが，その中の組織人員は 3 万人乃至 3. 5 万

人と推定される。( 組織率は， 2 0 %乃至2 5 %)

他方職員労務総合は主として大規模綜合業者に多い。

第 1 表の大臣登録 2. 551業者中の 6 0 %を綜合業者と仮定

しても，職員労働組合を持った企業体は更にその2 0 %程

度iこすぎないであろう 。

これらの職員労働組合はし、ずれも単位組合であって，

統治j カをもった上部団体に加入している組合はない。叉

これらの組合は企業体内において， 事務，技術の職能に

分化されておらず，叉政治的には全く中立な状態にある

4. 日本建敵産業職員労働組合協議会

第 2 次大戦直後，急速にt曽加した職員労働) 組合の全国

的統一組織として 1948年11月，全日本建設産業職員労働

組合 ( 加盟 10組合，約 9，500人) が組織されたが，執行

活動の行詰りから 1950年10月解散となった。

次で同年11月，新たに著名有力業者の職員組合を加え

各職員労働組合の連絡機関としての懇談会が持たれ，約

4 年間毎月 1 回の会合が連ねられた。

1953年 4 月，この懇談会加入 22組合，組合員数1 . 5万

人を以て，新たに日本建設産業職員労修旅E合協議会が組

織され，現在に到っている。この協議会は拘束力をもっ

た連合体で‘ はなく，連絡機関と連合体との中間的性絡を

もっている。現在，東京，大阪を中心に地区協議会がも

たれており，つづいて名古屋，広島，福岡，札幌，仙台

等，地方ブロツ F 単位に下部機関が準備されつつある。

叉この協議会は現在何れの上部団体にも属せず中立的な

立場にある。

この様に職員労御j組合の強力な連合体が解散し，再び

組織されない原因は主として次の点にある。

ω 組織が企業体単位であること。

特に建設業の競争入札制度は各業者相互間の競争を

激化させ延いては単位組合の協調を欠きやすい。

(B) 知識労働者の組合であるこ と。

明確な労働者意識に徹しきれず，単位労働組合自体

の組織力も弱められている。

t6 

む) 封建的風習が残存していること。

生産手段の機械化がお くれてお り，非近代的安素が

温存され職場内に於る身分的関係が比較的にあるこ

と。

以上の如き要因によって，急速な組織統一が困難な実

情に為るが，各単位職員労働組合及び当協議会は団体

協約の締結によって，相対的な低賃金の克服，労働条件

の向上，組織 力 の 強 化 に 向 い つ つ あ る 。 ( 以上〉

建築労働者の労働回数，労働時間，賃金

94，561人 58，190 152，751 

21 日 17 

8. 0 

279 

15，337人 2，108 

20日 17 

8. 2時 8. 1 

株 式 会 社 ケ ン ト ク 大阪市北玄懐橋・産経ぜJ I . 前

電 跨 扇 島 ⑬ 1546. 35O7苓

20 

8. 1 

314 

17，445 

20 

8. 1 



綜 合 建 設 に お け る 職 員 給 輿 貧 態 表

1 給 与 体 系 II Iii 山 内 I I1 ｾ ￌＧ＠

会社名 名 林 楠 山 fI"! ;"t . 議l吋法t咋 ?f11

咋急 臨耳Z 当WI  1  !J.'; ，o川

読 食 者E 政E時E 手手手当当 河1.川25.130 2o，933 205J I  

生地i給本宅活域事1本家手手主人主俸当当給給 7lJ 5050 3  

i喝 H. yll凶

l .o. 13  1  20 ，77ti  

池 ｾＳ ＱＩ
Ｑ Ｎ ＸＰ Ｇ Ｑｾ ｉ υＲ＠

組 i蓄岨量助手幸当喜 h3m541 3 知

I ，O;)() 

l野建凪ｾｓ＠ 1  ＡＮＢｾｾ，，Ｚ＠ ＭＭ ｦＭ Ｍ ＡｾＧＧＡｑ ｗ＠ ＱＲ ， ＳＰｾ 一 一一 一

ｾｾｾ＠ 1  1  3 . 1661 15，-175 

943 

H 7iz- -

fi ，0t12  

上 ! ， ， Ａｾｾ＠ 1  l O，OI OI  1  21. ! GI  

ヨこ 1. 15，1  

;:::， ｉ Ｍ ｾＢｗ ，ＮＧｴ＠ ｾ＠ 1  - -- 1  ｉＮｾｾｾ＠
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左 官 協 同 組
..0、

c  の 実 状

大 阪 府 左 官 工 業 協 同 組 合

播 磨 谷 松 次 郎

わが国の企害事の圧倒的多数が零細企業の上になりたっている現状からいって，その示j 益

を守る上からも， 協同組合の動きに，われわれは注目しなくてはならない。とくに土建界

はいわゆる親方 ・殺人( との言葉は誤解を招くかもしれないが) の生活とその動きをじる

上にとって，協同組合の突怒をしる必要がある。左官，君主裟，建具，板金，管エ，石材，

砂利，とび工など，およそ土建界の協同組合の業種は多岐にわたっている。

われわれは， ζ れらのうち，4- 5A重の協同組合の動きをけいさいする予定であったが，

残念ながら，左官協同組合だけ の紹介にとどまった。 しかし，左官協同組合を通じて，土

;  建界の職人の笑態のー捕を しることができ ると J思う 。たとえ ば，組合事業としては，どう

l  いうと とをおこな っているか，また，こん ごの企画はどういうところにあるかというとと

が不充分ながらわかるのではないかと思う。最後に協同組合がIJ 、企業，親方 ・職人の生活

を守る上に十分な発展をされんことを 切にのぞむ。

大 阪 左 官 組 合 の 歴 史

安政時代に，大阪壁仲間( 現今の左官組合) が有り，

年寄 2 名 ( 現今の相談役) 世話方5 名五人組を称し ( 現

今の理事) ( 古書) ，関治 8 年に大阪壁組合が有り大阪

府の許可制時代が有りま したが( 木札) ，英の後明治大

正年聞には大阪の左官組合は中絶しておった ようであ

ります。 しかるに昭和初年度頃先輩の愛国氏を中心に同

業者の方々が，二三度左官組合の設立運動もされたが突

現に歪たらなかったのでありますが，昭和 9 年にいたっ

て現今の大阪左官組合が結成されました。

本年は創立20周年に当り ますので，20年前三ど殿りみま

すれば，昭和 8 ，9 年は建築界の不況時代と申しますか

新設工事も 少なくおのずと建築諸方技能工の賃金も低下

し各技能工の生活不安定をもたらして不安状態カ鳴き

近代建築すなわち野丁場を主として従事する左官技能工

の中堅所謂当時の劉頭の苦労は一通りでは無く，愈々如

何様とも生活安定策も無く何んと か食へる隊にしてほし

いと，中堅代表が15人程いろいろと対策に付き協議調査

しました。そして，一般の標準賃金が 2 円なるも野丁場

{工会部手間務負制にて最底 1 円30銭，最高 1 円70銭，平

均 1 円5峨となりたるも，我々同業者の組合も無く連絡

の方法も無い。そこで技能工の中堅が，協力運動に依り

主たる左官請負業者30名を目標に長郷僑北詰大市におい

て左官工生活安定策協議会を開催して， 25名の出席のも

とに種々突状に付協議したる結果，技能工の生活安定

策( 主苔々同業者の団結の外無 しと 一致 し組合設立委員を

結合し種々 準備上天王寺公会堂において大阪左官組合の

結成を行いました。英の後総合請負業各社に書翰をも っ

て技能工賃金と生活状態の突状を訴へ 6 ヶ月後に左官

手間賃標注2 割上げ方を懇請して，各社共非常に御理解

有る御協力方も得，左官組合総立 6 ヶ月にて完全左官技

能工の生活安定を見たことは苔々一生の思い出の一つで

あります。今回開れば現今の1500，即ち 2 同也の賃金に

て大阪会市の左官技能工の生活が安定したるは嘘の様な

話にて感慨無量の至りであります。

大 阪府 左 官 工事 業組 合 の 現 状

我々左官組合も建築関係各位の御協力と 御支援を得て

年と共に充実に向いつつあります。御承知の如く我/ . r ，

官業者にも種々の法規が適用され，ごれ方嘩: 務処理を各

自に行いますれば相当能力ある事務員を置かざるを得す・

従がって経費も加重され一部を除く 外大部分が困却しま

した。結果は業務に専念も紋き左官技術の向上も進歩研

究も無く，徒に事務処理に労 し勝に成る かと，尉つれまし

たので，これが対策と して本組合は率先して各関係官庁

と連絡を密にして事務代理を行い，組合員が安んじて業

務に専念し得るべく努力と突行を行いつつあります。

主たる組合萄業を述べますれば

1. 労働基準法に関する一切の指導及取扱い事項

2. 労災保険に関する申請及適用に関する惑顎

3. 職業安定法に基く労供に関する一切の手続

4. 経理指導及び突務指導事項

5. 建築業者登録に閲する事 蹴 導 一切の手陣

6  労務加配物資に関する申請手続及ひ・受給事務

7. 日傭労務者建築保険加入及受給一切の業務事項

8. 技術の向上指導及使用材料の性能研究普及

9. 各使用材糾の製造工場の見学と連係

10.  全国的左官企業の発展のためり遁婚

以上を突行しつつあ玖ますが，これが組合員の事務経

費め軽滋は相当なるものと思っております。
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左 官 協 同 組 合 の 今 後 の 計 画

我々の組合も本年で総立20周年に当りますが備且つ建

築工法の進歩に即応し得ベく種々対策を綜って居ります

去る 2 月2 日第一野村ピノレ 7 階の有恒倶楽部におきま

して各建築関係官庁及び総合請負業者の主なる各社並び

に左官材料の主たる製造各社等多数の御来場を得て，組

合総立20周年の記念事業の一端として左官技術研究懇談

会を開催いた しました。その席上で本組合の事業計画に

ついて種々説明致しましたように，左官工法の未進歩性

について遺憾の点が多く，これが対策として本組合とし

ましても，種々計画を致しておりますが，何分経費の関

係上徐々に実行いたしたいと考えております。計画の大

要を申し述べますれば，

1. 左官技術の向上に関する研究と対策

2  壁体故障防止の研究普及

3. 使用材籾の性能の研究普及

4  種別調合方法と数量の計算

5. 使用材斜の現場に置ける取扱注意事項

6. 各種施工方法の研究明記

7.  機械化能率と経済的な研究

8. 水固性材料に依る短期工法の研究

9.  研究部と見本隊夢1腸の設置

10. 技能工の養生に関する対策

以上等の言十函をしておりますが，これが全体に最も関

係の深いのは左官施工見本と各種別調合方法と施工方法

であります。この数は近代建築用として約 150種類程に

成ります。たとへば種々の工事に即応出来得る A B C学

ち第一種工法第二種工法第三種工法の如く種別調合方法

と施工方法等下地の種別に応じ仕上施工方法に至る迄

で詳細なる現品見本等を添へ付け建築注文者の意に応じ

得，しかも正確なる調合方法と施工方法と材料の心要量

の計算方法と単価記人のバ γ フ v ツト等を設置いたせば

自然左官技術も向上し工事: と注文者の意に即応したるE

確な工事施工が出期尋るものと考えられます。以上の様

な次第で 1 日も早く実現したいと努力しております。

( 筆者大阪府左官工事業協同組合理事長)

。土; 建労働者はめざめている。 ( 26頁より〕

土建労働組合の活動商といえば，第ーに日雇健康保険

の適用が 2 年ごしの運動の結果，不充分ではあるが，

かなったことだ。これは，登録された日雇労働者のみが

加入できる健保であるが， 5人以上を労錦踏を雇っている

事業所があっかうことができる。 しかし，それ以下のと

ころではあっかうことができないので，組合が一種の事

業所となって組合員のためあつかっている。前 2 月のう

ち合計28日以上働いたとき給付権利がでるが，しかしそ

れ以下の突働日では給付がでない欠点がゐる。また戦人

には入歯をしたいという人が多いが，人歯は適用されな

いそうで，職人労働者はこの枠の拡大をのぞんでいる。

ところで， との日雇健保には傷病手当金がない。

したがって，医者にかかれるが，病気で治療すると

なれば、仕事は休まねばならず，賃金がもらえず生

活費がはいらない。水だけのんで袋て治療せよとい

うようなもので，いきおい本当の治療をうけること

ができにくい大きな欠陥がある。

医療施設面では，組合の自力で診療所を建設し，厚生

施設にもカをいれている。労災保償の面では，べつに労

働組合としての契約をおこなって労災保険組合を作り，

また共済部なども別個に作って，ケガしたり死んだとき

は助けあっているそうで‘ ある。

金融の面では，組合として労働金庫に加入し，万一の

場合労働金庫から金をかりることもできる。

その他，労働条件は， 1 日8 時間というように他産業

の労働協約のようにきまっていない。施主，仕事の都合

18 

その他によって，長時間働かねばならぬ場合が多い。 ま

た，働く君、志があるのに，休まねばならぬこともあるこ

れはまた賃金の場合も同様である。しかし，組合として

は，賃金協定をきめて，お互の生活を守るため，安い賃

金で請負わないように一般の職人にも働きかけている。

実働日は月平均22，3日というところである。

以上が，甲南土建できいた話だ。土建労f政治は背のご

とく浮動的で・，組織がなく，封建的だといちがいにはい

われない。戦後の苦しい生活のなかか ら，民主々義的自

由と生活を守るために，団結してたたかっている。( 土

建総連のほかに「全日土建」その他の全国的な組織や，

地域的なf滋訴もある〉。全国で，常用労働者・と日属労働

者は全建設就業者数の約 8 劉をしめるという芝大な土建

労働者は，いまだ一部とはいえ，めざめつつあるのだ。

土建総連では「建設労働者」という機関紙を月 2 回発

行し，土建労働者の統一はできるとがんばっている。さ

いごに同紙第 112号にのっている土建総連書記長唐沢氏

のつぎのことばを記して，土建労働者の生活と労働条件

の改善をめざし，民主々義的自由を獲得するため，こん

ごの土建労働組合の発展をいのってやまない。

「組合の指辺者の多くが，突に熱心に活動し多忙のなか

にもよく勉強学習していること。それと同時に組合員が

1 人でも多くなかまをふやし，自分遠の組合を強めるこ

とに自信をもってたちあがっていること。ほんとうに組

合員の日常の生活のなかから，斗争方針を打ちだそうと

いういわゆる大衆路線への努力が真剣になされてい る」
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C  実際，土建産業というものは，第一線の労務者か織

イじされることが必要だ。 しかし現在，自分らの社員

の問題で手一杯で，労務者の組織というとこ ろまで手

が廻らなし、。もちろん r安全」としヴ問題について

は，労務者のために対策を講じている。

E  建築産業の技術が高度に発達し，いいものを造りあ

げてし、 くためには，第一線の下詩的な労務者の組織化

は必吾妻だが，いまのところ， rわからなし 、」とし 、うと

ころだね。社員との聞の問題はそのほかに何かc

B  両者f1対立的なものではないのかと思うが

C  現場にい くと，デリケートな問題をふ くんでいる。

E  というと，社員は，会社側に対しては労働者，いっ

ぽう，現場労働者に対しては会社側1，というような二

窓人絡的だといえるわけか ・・。

B  対立といっても， とくにとりたてるような隣接主はあ

らわれていないが，社員が労務者の組織化を援助する

点について，いせ・ん，総司令部のエーミス労111課長か

ら。未組織労働者を組織せよ，社員組合もそれを援助

せよ 0 と勧告があったが，その後シリ切れト γ ボだ。

C  しかし現状において，人権の問題については，共

同の立場にたっているので，はなはだしい二重人絡で

はない。

F  対立というが，しかし，職員はあくまで職員であっ

て，労務者が組織され賃金が上ったとしても ，自分c. . .

の賃金がくわれるわけではなし、。本質的に両者は対立

しているわけでなし、。

B  建築の場合，工場生産のように機械が生産するので

なくて，人力が生産するようになっているので，労務

者にもっともひどいシワょせがくるわけだ。

E  未組織労働者が組織化されると，建築生産にどのよ

うな影響があらわれてくるか。

C  それには，日本の孟遺産業の後進性を考える必要が

ある。つまり，安い労力を使うほうが安上りだという

点がある。したがって，組織化は早急にできないと恩

うが，そういった後進性をな くすために，早晩組織化

されることをのぞむ。なお，私( ，1近代建築には，組合

E  建築の労働問題は他産業に比し，いちじるし くお く

れているが，その根本原因はどこにあるか，雇傭関係

命令系統. 労働条件，給与，厚生施設， こんごのゐり

方などの ことについて， ; ; 1 ; : 1 : 1 は腹臓のない意見をかわ

すこと ができれば幸いと思う 。 まず最初に，労務者と

世負との関係につい て ・ … - 。

A  まず労務者の} 霞傭は 2 通りある。他の会社はしらな

いが，私の会社では，直備制度と下請制度との 2 通り

がある。

D  U，のほうも，雇傭制度は，昔のごと く大部分が下請

制度になっていて，直備はす くなし 、。

A  ほとんど下請制度に返ってい る。 したがって，命令

系統は，会社一一現場一一下務一一一般労務者へ と伝

述されている現況だ。

私のほうも，下請を中心にしたほうがよいという考

え方がある。所要労働力を集める のは，下請に一切ま

かしている。

D  下鰭のほうも自分の力をあん分して仕事: をとってい

未 組 織 労 務 者 の 問 題

C  

る。

C  賃金は月 2 回払し 、で，出来高生品 、だ。

D  労務者の毎月の突働日数は ＲＰ 日 ｾ ＲＴ Ｎ Ｕ 日 ぐらいで，

賃金は Ｑ 日 ＶＰＰ 円として，月 ＱＲ ， ＰＰＰ 円 ｾＱＴ ， ＵＰＰ 円 ぐ ら

いとし 、うところ。

B  実際は言語負形式によって，能率をあげれば， もうす

こし収入があるようだ。

E. 下請の中間持取といったよ うなものは?

A  それは，しだいに，影がうすれているようだ。労務

渚の意識も向上し，その方面の知識ももってきている

ので，菅のような中間搾取はすくないと思う。

E  労務時間，労災のほうはどうか。

B  いちおう，取りきめはある。

A  労務者は下請と契約を絶んでいるつ労働災害の保障

等は元結でやり，手続はぜんぶ下詣でやっている。

ところで，社員と労務者との関係だが，両者は別々

だとし、う感がある。ハ ツキリいうと，つながりがない



と機械化 との 2 つの支柱がなければならないと思って

いるC

B  ところで，労務者の組織といっても，いわゆる自由

労働j者の組織とちがう 。今は下請が養成しているよう

だ。技能工としての職人の組織というところだ。

E  親方と子方= 職人との関係は ? たとえば，現物貸

与によって，しばりつけるというようなことは ?

D :  A 現物貸与によるものはほとんどないようだ。た

だ賃金の前貸はらるようだ。 しかし，これは下請内部

での話で為る。

D  賃金は，仕事をもらったとき 1 日で仕事をやって

いくら，としづ場合と 3人 1 組でこれをやっていく

ら， とし、う場合と，支払L 、方に 2 通りある。

E -その 3 人 1 組でいくら，という点に，親方に搾取さ

れる可能性があるわけだ。

B  請負制度の場合，賃金を! 隣人にだすとき，子分にい

くら分けるということによって，親方の収入がいくら

かがでてくる。したがって，年少者をイ史うことのほう

が有利だから，! 0 撚的に年少者を使うことになりがち

だ。

E  土建界における政治献金とかいう金は，いったい，

どの搾取箇からでてくるのか。

C  苦しい労働とか搾取が，ちくじ下へ下へとシワょせ

がかかってくる。 しかし政治献金: ; 1 : . _ 土建企業だげに

かぎらず，どの企業だってある。

B  もともと ，工場等の建築についていうと，工事費と

機械設備費の関係をみると，お話にならなし 、ぐらい，

建築資はすくない。

C  施主にむしろ文句をし、し、たし、。すくない費用でやれ

というような施主にこそ，責任がある p そこに大きな

tJ γ がある。

E  では，手ヌキとし、う問題は?

C  大企業の場合，そう手ヌキはできないc

社 員 の 問 題

E  労務者の話はこれぐらいにして. つぎに，社員の問

題に移り t.::. 'v 、。社員の問題には，いろいろあると思う

が，大きな会社の組合から小企業の組合への呼びかけ

とかし、ったものはやっているのかー.." .... 。

一同大なり小なりやっているが一

E  組合のあるのは，建築全体からみて，どのぐらいか

B  組合の為るのは，現在ごくわずかであると恩う 。

c 日建協」 の組織が現在ゐるが，なかなか，みんな

の意見がまとまらない現状だ。

E  社員がいろいろと交渉する相手は，純資本家か ?

C  いや，むしろ，私のところでは，交渉相手には本当

の資本家というものがない。いわゆる資本家ら しくな

い資本家 だ。社員上 りの資本家が多L 、。われわれは，
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むしろ，かれらに資本家精神をもてとし火、たL 、ぐらい

t:. c つまり等調E主と して・・ ・・… 。

B  資本家でないというのは，組合が会社と団体交渉を

する場合，資木家側は組合のようにまとまっていない

し、し、かえれば，ノレ ーノレに合はないケシカになりがちで

あるという現状だ。

E  土建界の労資の闘いにおいて，労働者のほうにヘグ

モニ ーがあるのか。

B  そうでもない…・・ ・- 。

C  突際問題として，土建界の組合は，実力行使ができ「

るか大きな問題となってくる。仕事をもらう上におい

て，さしさわりがついてくる王到犬であり，そこに土建

組合の限界があるよう だ。 r日建協」なども，なかな

か前進 しないところにそれがあらわれている角

A  つまり，一種の御用組合化しているという感じをう

ける。 というのも ，そうなる環境にあるわけだと思う

E  給与の箇は ?

C  他産業に比し て，そう悪い ものではないようだp い

まのところ「食え ん」としづ 賃金で‘ はない。しかし，

土建界中こ働 くものの特殊性と して，たとえば山間へぎ

地でも仕事 しなければならないということを考慮にい

れれば，決して賃金水準は高いとはし、えなし、。

B  突際、は，戦前にくらべると ，60% ぐらいのところに

達 しかねる。

D  けっきょく r食える」 ということは，もらっただ

けでやむなく食っていっているということだっ

E  建築の場合，設計料という ものが問題になるが，設

計料( ま給与のなかに入っているのか。

A  W音負金額のなかに入っているようだっ

D  設H; 斜は，諸経費のなかにふくまれている。作品の

価値判断によって，いくらでももらえるわけだが，It" 

っきょく，利益のなかに入っていることになるC

職 員 組 合 の 問 題 点

E  いま，組合でもっとも問題になっているのは何かp

C  私のほうは「民主化」 ということが一番重要問題に

なっている。たとえば，組合弾圧のために，右翼の勢

力を利用しようとする，そのような逆コ ースに対して

民主的なやり方にもっていかなくてはならないと思う

最近，東京でも，そのような右翼の逆コースがあった

A  私の方は特別にそういうことはないが，そういえば

そういう風に併釈されるふしがある。けっきょく. 組

合がもっとしっかりすればよいのではないか。

C  その対策として，組合の組織の力をもって，この右

翼化に対抗するより しかたがなし、。 もし，そういう逆

コースがあれば， 厳重に会社に申 しいれするつもりだ

E  r民主化」とし、うことは， もっと具体的にどう L 、う

点にある か。



C  それは，土建産業の経営陣というものは考え方が古

い。人間人事の新しい機構や，工事の進め方について

も古L 、っ こういったことを考え直させていくことだ。

つまるところ，土建産業のおくれている地位をなくす

ことにある。たとえば，われわれは，時間内に能率を

あげることを考えるが，やむなく時間外にわたること

が多し 、 もっと人事関係をうまくせよ，と再三いって

いる 3 こういうことによって，誤った経営を直してい

くよう，組合の力で実行している。

B  私のほうでは， r労働魚件の維持改善」が一番大き

な問題だっ労働協約を会社側と結んでいるが，逆コー

スに戻ろうとする現在，いままでの労働協約の既得権

利を守ることがこんごの重要な問題になっている。そ

れをさらに改善しようというのであるから，それには

相当の困難が予想される。 これには，各単組のまとま

1 ) ，績のつながりが必要だ。 しかし，各組合の集りの

場に，商売上の競争意識をもちこんでくるような点が

あるぐらし、だから，もどかしいことだ。

C  他の産業の組合，たとえば金銀速などは績のれんけ

いをとっているが，土建産業Jまなかなかとれに くし、。

お互にかくすところがある。階級意識が徹底していな

いというのか，とかく企業組合のようだ。 しかし，組

合の発展のためには，棋のれんけいがぜひ必要で，お

互に手をたずさえていかねばならないと，痛切に感じ

ているつ

E  では，つぎに福利厚生面について，何か・・・・・。

A  この問題はー替おくれていると思う 。たとえば，最

近とりあげられている 「住宅の問題」にしてもそうだ

現場では，分散しているので，支庖などのように定ま

っていないのであろうが，現場にでている人には，ほ

とんど住居の恩恵がない。 この点，王殿湯の人々に大き

な不満がある。

C  私のほうでも，福利施設や住居の間短は，職員組合

の大きな関心になっている。 しかし，これらに対する

経営者側の考え方がおくれているので，先程も申しあ

けγ こように，これらを一切ふくめて， r民主化」の綜

で進めている。

F  建築事務所に組合がないようであるが… ー・- 。

B  その点に関して，話は先ばしるが，将来，建設産業

の組合では，技術系統と事務系統との 2 つの組合に分

れていくのではないかと思う 。現在では，それが，い

っしょになってい る。

C  建築事滋所は一種の徒弟佑ｾ度のようだ Ｓ 名人きどり

だっ給料が安くてもよい，弟子入りしたし、としづ人も

し、るぐらいだ。

B  アメリカでは，建築事務所そのままの組合でなく，

技術者だけのユニオ γ がある。一つの仕事がある場合

ユニォ γ から派遣されるとし、う形態がある。

C  そういう形態は日本でも必要じゃないのか。

B  日本では，協同組合というのがあるが，あれは親方

または企業の組合だ。

施 主 に 対 す る 働 き か け を

E  話はかわるが，建築における屋家の社会的な政策は

あるか3

B  ピル建築抑制というのがあるが，これは手段として

感心しないと思う。不要不急のもの以外はどんどん建

てさせればよいのじゃないか。

E  建築基準法などについて ー一. . 。

c  労働問題と直接的に結びつけると ，現揚の監督者は

ひじように非民主的のようだ。また，施主側からの監

P督者: ま，人絡からいっても，技術能力からいっても，

低い人が監侵しているところにも，大きな矛盾がある

F  しかし，基準法による監督( まそうマイナスだと思わ

ないが。

C  組合の観点からいうと，同業職組の績のれんけいと

共に，施主に対して，なんらかの働きかけを活設にす

る必要がある。契約という点にも問題がある。たとえ

ば，施主のところへいって，あの会社の組合はどうの

こうのと話す人がある。そこの組合は盛んだから危い

ぞ，というようなことをいって契約をこじらせるつ本

当は健全な組合があってこそ，本当の経営ができるの

t.: 。

B  給与ベースでも同じだが，こんご，組合としても，

施主にその内容をつかんでの上で比較検討してもらう

ようにすべきだと思う 。

乙んごのあり方

E  では，労働問題について，こんどのあり方，希望と

いったことについて一つ・..... .。

A  とりたてていうほどのものはないが，現在やってい

ることに，まだまだ力を注ぐ必要があると恩L う。

C  職員組合では，組合の強記など専従者があるが，そ

れ以外は，ぜんぶ会社の仕事・をやっている。このよう

に会社の仕事をやっているので，組合だけの運動をす

ることは困難だっ現在では，先程もいったように，同

業職組の力を強めることだ。

D  その力をもって，施主に対しても一丸となってぶつ

っかることだ。

E  現在， 円本で軍事基地など沢山つくられているが，

これには，土建が参加 している。 この点はいいことな

のか，どうかつ

A  5実際に，よく考えてみると，土建界では，たとえば

うちの社長の年頭のあいさつでも，今年はM S Aによ

る工事室の増大を期待している，なかには，一つ戦争

でもあったら，軍事施設の工事がふえると期待 してい

る人が，あるし、はL 、るかも知れぬ。しかし， こうし、ぅ
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ことは，ほかの人の生活を苦しくするのだから， M S  

A などは，私としては，いいとは恩わないが，食うた

めにはやむをえない状態だ。

C  組合として，再軍備反対とかの大きなことでなくと

も，もっと身近な具体協争がある。現在，われわれの

周囲の問題がある。反米，反吉田とか，反再軍備の動

きは，いまのところでていない。

A  しかし，組合としては，こんどの疑獄事件などにも

もっと関心を払つでもし、し、と思う。

また，軍事施設の工事は，全産業が拒否しなければ

なんにもならない。一つの企業が拒否しても，他がや

る現状だ。

C  こういった問題は，十指の大企業がきちんと手をく

めば，阻止することができるが… … ・ ・。

こんな問題てなしに突際企業がやっていくためには

民間産業をおこすことが肝要だが，先程もいったよう

に，施主に対する分折 ・対策が必吾妻だ。

B  特定の業者でないと仕事をやらさん，という「施主

」があるが，弊害がおきやすいんじゃないかと思う 。

そこにもガ γ があるようでもある。

C  突際， 日本は市場の狭盤がある。仕事を ι るには，

市場問題を考えるべきだ。民間産業がきりつめられる

と，活絡をどこに求めるのかが，問題となってくるc

A  土建は，それを戦争によってもうけたことがあるc

もちろん，企業がふとっても，働く人の条件が良くな

ったとはいえなし、。

F  海外への技術輸出なども，土建産業は考えるべきで

はないか。

A  ところが，アメリカ箪の工事，たとえば，沖縄工事

などで，ジョイン ト・ ペンチユアで‘ 仕事をやったが，

実際にあまりいいことはない ようだ。 施 工面では進歩

したらしいが・・ ・- 。現在では，大きいところは，みな

引きあげている。

F  けっきょく，平和的に市場を開拓していく方向をみ

いだせば，ひじようにいいのじゃないか。これには，

平本程済へと組み直していかなくてはならないと思う

E  では，この辺で・・… 。どうも，いろいろと有議なお

話をおうかがいして，ありがとうございましたc

( 文責編集部) 以上

一建 築 労 働 問 題 メ 毛ー

1  日本に於ける社会の構造は半封建性と呼ばれる程

おくれた基礎の上に近代的産業が級行的に発達してい

る。その近代的産業の中には完全に近代化された重工

業等もあるが，多くの産業は封建的な手工業を下請と

しての搾取上に栄えている。中でも建築産業は産物た

る建築物が近代的豪雪寄な巨大ピノレディ γ グでもその使

われている機械も古臭くなかんづく労働者はその雇傭

関係，賃銀，再生産過程に於て最も古く封建的な制度

が強く残っている。特に敗戦後半殖民地状態に追込ま

れて，建築産業も強く之を反映しその後進性と相倹っ

て植民地的性絡を露骨に呈出している。

2. 今日の建築労働問題を分析するに二つの全く異つ

， た問題が錯綜している。一つは建築会社社員の組織労

働者の諸問題，他は下請の未組織労倒，者の諸問題であ

る。第 l の社員は業主に対する身分，待通，給与，福

利厚生，労働時間，退職金等の問題であり朗らかに労

働者の立場をとるが，現場においては之等社員は一変

して業主の立場をとり下請の労働盾と対立する。第 2

の下詩は封建的な徒弟ギノレト制的な親方と対立しなが

ら，現場においては親方と共に社員に対し労倒痛の立

場をとる。この場合一親方の下の労働長者間には何の労

働渚組織もないと共に同じ現場で働く各種下請労働渚
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聞にも何んの連繋もない。

3  建築産業の性質上業者間の斗争が激甚で， この為

には業主も使用者も一体となって他の業者と対抗せね

ばならぬ処から労働盾の横の連絡はっき難い。 この故

に会建築労倒治組合の如きものは発達しえない。叉仕

事の能率を増大するためには敢えて封建的な下請制度

を採用する方がよいという。下請関係の全末組織労働

者を裏切る如き方策をとらざるを得ない組織建築労働

者の二重人絡的立場も今日の日本の段階ではやむを得

ないことて‘おる。

4.  更に建築産業は生きんがため， 日本を再び戦禍の

るつぼへたたきこむ再軍備に協力せざるを得ない立場

にあり，労働者として平和を希わざるはないにも拘ら

ず，再軍備に協力するとし、う 矛麿にある。更に日本を

桶民地に追込む米箪の基地建設にも挺身するという日 1  

本国民として最大矛盾の担手でもある。

5. 建築産業に使用される機械類が高度に発達し，従

事する労働活の危険を滋少し衛生を確保しl 充分な給

与と休憩を与えると共に，真に世界平和に貢献できる

日の来らんことを願うは均しく全日本民族の願いであ

るが，之が淫せられには先ず，建築従事の労働者が自

覚し互に手を怒 り，強くなる‘ ことが必要である。



土 建 労 働 者 の 実 態 と そ の 活 動

わが大阪建設労働組合はかく斗う

芦白

固 野 勇 利

いかなる建物にしても，現場にひびくハンマー、シャペノレの音のなかに，あるいは造形美をもた

らす控体のタイノレのなかにも，その建物がつくられていくなかには，なにひとつとして，土建労働

者ーの労働の奮しさがおりこ まれていないものはない。土建労働者の労働とそは，建物形成のもっと

もlIl :要な基礎条件のー っとなるものであ る。しかるに，われわれは，あまりにも， この土建労働者

の笑態をしらず，また土建労働者の向上の ためにつくしていないと息われる。 このようなことで，

いいとはいえないー. . . 。

かようないみで，ここに，とくに大阪における土建労務者・の組織である「大阪建設労働組合」の

おこなっている活動をおしらせする。これによって， ::H s : 労務者の突態をしっていただいて，その

迩動を支援されんととをのぞむものである。

1 ，あらゆる労働泊勤のなかで土建労傍樋動程困難にし

て苦しい運動は少ない。それは長年培養されてきた封建

と従属の思想が一朝一タにして打破，崩潰せしめること

の困難さにあ り. 固定した職場を持たぬ，いわゆる自由

労働的な労働環境，条件においてはなおさらである。

幾度か闘われ，幾度か失敗した土建労働局の労縦割

から次のごとき諸問短があることを知らされる。

( ー〕 職場の不一定 土建労働者の大部分は直彊化され

ていなし、。すなわちー工事ごとにかり集められる日雇

労働者で・あって工事が完了すると四散していく。その

なかから極少数の徒弟，従属されている者以外は自由

に職場を選摂移動していく 。 このことはその労働価値

が職場によって異なることをも意味しており，常に不

安定なる状態のもとにおかれている。

( ニ〉 徒弟帯] 度の弊客 土建労働者の技能が一朝に して

なりたったものでないことはいうまでもないが， 一方

その技能は労力労働に限りなんら昔日以上の進歩を遂

けe るに至っていない。それは建設業界特有の徒弟制度

における，いわゆる親方が弟子を養成する技術継承の

社会においては当然のことであり，建築技能等におい

てはむしろこの方法が正しいとする考え方が知識人の

聞にまで穆透しそれは非常に根強い努力とさえなって

いる。

またこの制度のなかでは中間搾取が公然として行わ

れ これにより生活を営んでいる者も相当数にのぼると

い う有様である。

( 三〉 野丁場と町場の相違 土建労働者といちがいに考

称しているが， この職種は20数職種にわかれており ，

さらにその従事する作業内容によって野丁場，町場，

堂官等とわかれており，これらの労働者は技能の上か

らも日常金活態度か らも 多くの相違点を有している。

( 四〕 使用者と労働者の区分 今日の建設業界における

使用者と労働者の区分は困難なる問題である。法人業

者および事務職員を有するような大中業者は別として

小業者に至つては彼等自身がある時は使用者の立場に

立ち，またらる時は労働者の立場にある。このことは

労鈎捕側においてもしば しば見聞するところにして現

行諸法規上からも閉路なる線を引くことは現在の機構

のなかでは困難であるといわねばならず，さらに大中

工事下においては職員と現j易労働者の関係が応々に し

て労使のごとき対立を生ずることがある。

大路以上のごとき諮問題を解決 した上にこそ，始め

て真の土建労働謹動は打立てられるのであり，その日

こそ建設業界がまた一変する日でもあろう 。

1 ，大阪建設労働組合結成の動機も他の土建労組が辿っ

た道と大差なく ， 昭和22年 3 月 大阪府建築工業協組

( 現大阪府建設業協組〉の指示により同南支部が労務

加配物資獲得の必要上，労働組合の組織化を計画，業

者に使用されている労傍請のなかから 7 名を選んでそ

の組織化を委嘱したに始まる。今日の大阪建設労働組

合はこの 7 名から発足したもので為るが，また今回大

阪府下における土建労組の大部分が壊滅したなかにな

お長足の進歩 と運動を進めることに成功しているのは，

この当時から独得の組織方針がとられたからでもあるつ

土建労般諸には地方へ行 けば行 く程， 何等かのF必滋を

持っているものである。 それは太子訟でら りまた親睦会

であり ，さらに戦時中労務報国会に強制組織化 された残

駿は各地方に残存し当初協組はこれが労組への改組を計

画 していた( 当時協組下に組織された21支部の大半{ 主改

正Eにより発足) . 7 名の準備委員は若さ( 平均年令23才}

と情熱で与えられた労傍施動で‘ はあったが，あらゆる点
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から検討を加へ個人加入の方針を立て一人一人を組織化

していくこととした。組合規約においても協組から指示

されたものとはお よそかけはなれた独自な案を作成，ま

た組合の性絡においても協組側の計画は無惨にふみに じ

られる結果となった。

この事:は 6 月22日大阪市南区田島町元傷英軍人会館に

おける結成大会( 参加労働者43名) に出席した協組代表

の挨拶によってもこの聞の事情を鋭うことができる

「南区に於ける労組は幾度か結成されたが 6 ヶ月以上

その組織が続けられたことはない，この組合もまた 6

ヶ月は持つまい」と。

1 ，大阪建設労働組合苦難の道はその前身，大阪府建築

工事労組南支部，結成当日から始まった。 7 月16日21支部

による大阪府建築工事労働組合( 組織人員2000名) 同18

日18職別労組に依る大阪府土木建築労働組合同盟( 組織

人員 1 万名〉へと発展を遂げたが，こ の間労組結成に従

う業者の思考を端的に表明した一事件が発生した。

同盟結成大会には18協組理事長が出席，会議はすべて

彼等の手によって逐蛍され，初代会長には板金協組理事

長が自選するとし、う暴挙疲りで，当日出席した代議員を

跨 ろかせ，結成大会から退場騒ぎを起す結果となった。

この退場騒から会長選出を断念せZ るをえない結果とな

った業者側は約20日を経て，会長は職頭の大工からとい

う理由をふして建築工事労組に廻ってきた。

名目にすぎない会長，同盟の事務一切は職別協組連合

会専務理事の手に怒られ，彼の行動には常に業者の目が

光り，本来労務加配物資獲得を目的としての組織である

以上， その運動のおもたるものは加配物資の配分にらり

組合員からの配分に対する数量，割当の公開要求に対し

ても会長自身遂にその帳簿を監査することのできない状

態におきかえていた。建築工事労組においてももちろん

外i部よりのー切の通信は専務理事の監査後で・なければ労

組役員には廻されず，その大半は闇に葬むられた。会議

は協組事務所で行なわれ，協組幹部監視のもとにおかれ

また労組役員もその大半は保備と し、う状況のなかで正し

い労働運動を貫ぬこうとする少数の同志は地錨に一つ一

つの問題を取上げ解決しようと努力したが， 11月 1 日，

止む処を知らぬ協組幹部の弾圧，干渉は日本建設労働組

合総連合結成大会に出席した組合長の解任，後任には組

合に関係のない健備を強写 |に任命，顧問として専務理事

，労務担当者の就任を強制，労組側が投票までして決定

した候補を否認すると云う暴挙をあえてなしたのでゐる

この間南支部は独自の運動を進め組合員も順次僧加( 最

高時 127名〉し，協組の此の暴挙にはまっこうから反対

代表を選んで数度にわたる交渉を重ねたが，反意させる

には至らず，正しい労鍛輝動を貧ぬく為遂に脱退を決意

昭和23年 2 月4 日大阪建設労働組合への改組となったの

でおる。
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当時の南支部組織内容を調べると，

組合は土建労働者の個人加入を主としたが当時南区内

居住労働者は50余名にすぎず，その他の組合員は区内業

者に使用される常雇，臨時工であり， 従って此等の労働

者は業者に使用されている期聞は組織に人ったが他区の

業者に雇傭されるとただちに脱退するという情態 ( 当然

と考えられていた〕にあったので，日々芙の事務は煩雑

をきわめ，従って強力なる闘争は何一つ組立てられない

有様で・あった。

1 ，業者に抗 して打立てた大阪建設労働組合の参加入員

は種々の弾圧から74名に滅少したが，一時に多数の脱退

者をださざるをえなかった新組織はこの苦境から新 らし

い土建労働摘の組織方針を打出した。すなわち脚湯にそ

の組織を置かず労働者個人を其の組織対象とし，住居を

加人単位とする個人加入の方法であり職員は対象から除

外した。それは今日もなお変る処がないの

(主主) 大阪建設労働組合の組合員たる資絡は下の基準[ こ

よる。

(1) 大阪府下に居住または勤務し下の建設関係職段; こ

充当する現業員たるを要する。 ‘  

1. 大工 2. 左官 3. ＡＮ寄手伝ｾＮ石工，

5. 土工 6. 雑佼および九習ヱ 7. 板金工，

8. 屋根主主エ〈瓦ヱ) 9. 屋根板葺工 10. 配管

工， 11. 塗銭エ 12. 造園エ， 13 壁下地ヱ

14. 家洗エ 15. 製図工 16. 電工， 17.  ｾ＠

具ヱ 18. 表具エ ， 19. 硝子エ ， 20. 公エ，

21. 鉄骨工 22. 鉄筋工 23 タイノレ張工，

Ｒｾ Ｎ スレート ｉ ， 25. 練瓦積エ 26. コγ グリ

{ ト工 27. 製材エ 28 其の他執行委員会で

認、めたる者

(2)  前項の職種であっても建設業法による登録( 総合

J i i j ( 別共〉を行い常時3背負をなす者または作業場もし

くは席舗を有し製品機械恭具等の取付販売を主たる

設とする者は認めない ，ただし請負をする者におい

ても其の突態が出来高払的な性質を有する手間Z背負

の者はこの限りでない。

(3) 前各項に該当する者でも，使用者またはそ の利益

を代表し労働組合の自主性を筈すると認められるも

のは加入できない。以上との規定に基づきすペての

役職員はもちろん現場監督をも合む工事における指

導的立場にある一切のものを除外した。

1 ，大阪建設労働組合は昭和22年 6 月大坂府建築工事労

組南支部としての結成以来，此処に満 7 ヶ年次のごとき

経過を経，今日に至った。

(  ) 内は組合か ら向した上級組合役員。

22年 6 月 大阪府建築工事労組育支部結・成



22年 7 月 大阪府建築工事労組結成( 常任執行委員〉

大阪府土木建築労組同盟結成，加入

2 3年 2 月 以上脱退，大阪建築労働組合結成，同商支

部結成，日本建設労組総連合力n入( 執行委

員削執行委員長)

23年10月 六阪建設労組西成支部結成

23&:下12 月 関西無所属労協加入( 議長)

24年 7 月 大阪建設労組東住吉支部結成

百年 8 月 関西無所属労組解散， k 日本労働組合同盟

加入 ( 大阪地連副執行委員長〉

24年 9 月 った阪建設労組住吉支部結成

24年10月 犬伝建設労組西支部結成

24"下11 月 大阪建設労組都島支部結成

25年 3 月 大阪建設労組守口支部結成

25年 7 月 企日本労働組合同盟解散

25年10月 大阪建設労組阿倍野支部結成

26年 1 月 大阪建設労組生野支部結成

26年 2 月 日本中小企業労組連合会加入( 副委員長)

総評大阪地方評議会加入( 評議員〕

26年 3 月 大阪建設労組東支部結成

26年生月 大阪建設労組福島支部結成

26年 5 月 った阪府住尾復興促進協議会加入

26年11 月 大阪建設労組天王寺支部結成

27年 2 月 総評犬阪地評脱退，大阪建設労組城東支部

結 成

27年 3 月 日本中小企業労連脱退

27年 4 月 大阪建設納税貯暫組合結成

27年 6 月 日本建設労組総連合解散，全国土建労働組

合総連合結成加入( 1 i l l J 執行委員長)

2 8年 1 月 大阪建設労組浪速支部結成

1 ，現在，大阪建設労働組合における組織は前述の14支

部に北，此花，大淀，旭，大正，東成，東淀川，堺，泉

大津，布施，八尾，盾津，松原，高石，カ膿，柏原，豊

中，茨木の 18lj 圧を組織し， 共の加入組合員は 19職種，

2，794名を数え運動の進展に従いその組織人員は日々増

加の一途を辿っているつ

職種別組織人員次の通り ( 2 月20 日現在)

大工 1，356名， 左官 424名 青 手 伝 341名，

石工 48名， 土工 169名， 板金工 101名， 屋

根茸工 27名， 屋根板葺エ 48名， 配管工 17名

塗装工 34名， 壁下地工 53名， 家洗エ 26名，

電工 9 名， 主主主Z工 42名， 表具師 23名， 盆

エ 19名， 鉄骨工 3 名， タイル張工 21名，

計 2，794名

約をうけるのは当然であり，従ってその闘いも現段惜に

おいては1綴湯よりも，寧日常闘争に置かれるのもまたや

むをえない。

以下現在フ菰建設労働組合における運動のて，三を挙

げて各位の参考に供する。

我が大阪建設労働組合の現在闘われつつまbる迎動のな

かで，何といっても最大のものは，大阪府下 7 万土建労

働者の統一闘争であり未晶子議労働者の組合加入促進であ

るつ我 々の運動がいかに強力に闘われるにしてもその闘

いをより強力に推進し最後の勝利を収めるためには一層

強力なる組織が必要であり，これ無くしての現状におけ

る土建労働者の生活権確立は考えられないからであるつ

府下全土建労fWt者の速やかなる統ーを闘いながら， 2ナくの

ごとき闘いを進めている。

税金闘争 土建労働者の賃金が給与所得で、あることは明

白なる事実である。ところが建設業界ではその特異性か

ら大半の労低摘は源泉徴集されることなく ，一般 商 工 業

者と何等兵ならない税務署に対する申告納税を行わはさ

れており，それは税務当局の一方的徴税功勢の嵐に巻き

込まれる結果となっている 3 我々はここに組織力を動員

してこれが適正改善と申告納税から金ずる「蛍業所得ま

たは庶業所得」としての取扱を其の突休に照して「給与

所得」としての取扱要求，さらに「蛍業所得」としての

取援から生ずる地方税法による事業税課税に対してはあ

くまで土建労働者はその対象外であると して， そのテツ

バイ闘争， 納税資金の積立には 「大阪建設納税貯蓄組

合」を結成これが運営に当っている。以上の ごとき税金

闘争を闘いつつあるが，現実の税務当局のガ寸首し徴税は

年々t曽税される現状に鑑み，また給与所得としての裏付

を行うべく，労働組合による源泉徴収( 丙欄) 取扱を強

行，これに対応してし、る。

労務加配物資闘争 低賃金にあえぐ土建労働諸に対して

はどうしても金額の安い労務加配物資を獲得，突質賃金

の向上を計らなければならなｾ，ｾ土建労働届の労務加配

物資は使用者が安定所に登録，労働者がこれを受けるこ

ととなっているが，実質上は雇傭期聞が短かく，その事

脇工煩雑でありそのJ : 1 就労先の不一定から労働者は月平

均 2 日伎をその手涜に費やさない限り正式の受配( 主困難

であり，また大部分の土建労働者は之力強得に至ってい

ないっ組合ではこの点を重視 して関係官庁と交渉の上，

諸手続を代行，組合代表者の証明で全員受配の途を計っ

ているつさらに共同買入による物資器材の廉価販売をも

行いつつある。

労務闘争 現在の組織状態においては組合員は個々に使

用者叉は施主を求めて就労するのやむな きに至っており

それは同時に労務賃金においても個々の契約となってい

1 ，土建労働者の組織が個人加入を主としている以上， るので，ひいては社会情勢に左右されること が多く相当

その行う迩勤においても他産業労組に比べおのずから制 数の賃金不払，渥払，サギ 行為の 発生を従っておりｾ
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れが対策 ζ その解決が関われている。失業対策としては

各地区如に毎月 1 回以上全員に依る懇談会を開催，相互

の就労斡; 旋に役立てており，一地区において解決が困難

なる場合は他地区に連絡，これが解決を計っている。よ

り以上の失業者に対しては組合事業部を拡大「総合情負

登録J を行いその事業に収容，さらにより効果的に発展

させるため，労務供給権獲得闘争を準備中でゐり，賃金

対策としては他府県労組との協力により協定賃金制定の

ための調査に当りつつある。

社会保険闘争 組，工務庖等に従事する土建労働諸に対

しては労災保険カ・喋者負担により実施されているが，小

企業， 町場における労働者においては何等の保護が与え

られていない。この現状では労組による任意加入の方法

を取らざるをえず，之が加入を計り労災保険の保護を受

けている。約 2 年余にわたる日雇健康保険獲得闘争も現

実にははなはだ不満足なるものとなった。労災保険同様

茶の適用者l主特定の労働諸に限られているので労組自体

が使用者を代行之が加入を計っており( 大阪府下では現

在大阪建設労組のみ) ， さらに一般健保同当に改蓄させ

るため，国会闘争中である。

技能者養成闘争 大工，左官等の技能者養成は職業補導

所により若干突施はみているがその補導期間がわずか 6

ヶ月であり，そのため実際には補導所を修了 しても再教

育をうけねばならず. 建設業界の民主化を闘うためにも

技養は労僚組合が実施することこそその突を挙け' るもの

であるとし，基準法による建設関係、技能者養成指導員獲

得闘争を笑施， 7  ｾ弘極， 185名の資格免許者を箆得， 4-

月1 日養成所慌設を目標にその準備を進めつつある。

1 ，以上が事業の主たるこ，三の例であるが，組合員相

互の共済活動としては各支部如に互助会( 死亡 1 万円支

給) を設立，建設労働渚として 1 日も忘れることの出来

ない住宅復興には大阪住宅復興促進協議会に参加，組合

員教育には機関紙( 月 2 回〉発行はもちろん，組合女底

を設置，質向上を計っている。

苦節 7 年，我が大阪建設労働組合はいまや大阪府下唯

一の土建労組として発展，横には全国土建労働組合総連

合を通じ全国の土建労働者と堅くその手を組んでおり，

その運動もますます地についてきた。

いつの日か必ずや，この土建労働躍動が日本労働躍動

の先頭に立つであろうことを信じつつ今日もまた苦しい

闘かいを続けつつある。 ( 昭和29年 2 月27 日稿)

( 筆者 大阪建設労働組合本部執行委員長)

。土建労働者はめざめている O M. M記

2 月，土建労働者の組織で活波に動いている 「甲南土

建労組」の事務所をたずねた。 。こんにちわ。と声をか

けて事務局のという人と話する。ここは前に一度きたと

ころで，その折はあるサ{ グノレにたのまれて 「世界の自

然改造」のチユ{ タ ーをした会館だ。こんどは，土建労

働者の組織された実状をききにいく段どりとなった。

「原稿奮いてくれ，といったって，わしら，す ぐには書

くなんでとうていできん」という。 r質問してくれたら

答えるよ」という。そこで，心臓だしてきいてみる。

。いま土建労働者の組織が怠要だが，それについてひ

とつ・小・1 といえば，ちょっくら考えて答えてくれる。

「技術をもっ職人をょうごすることが大事だ。現在の苦

しいなかにあって，職人の生活の向上をはかることは，

日本の建築技術を進める上に重要だ。そのためにも組織

をもつことが必要だ。」という。

。組合にはいっている人は・…・・0 ときくと， r参加して

いる人の業種は多いが，主として大工，左官で，それに

関連した手伝も参加している。 日当は，現在では，だい

たい6∞円ていどだが，賃金協定で 1 日800円にするよう

運動している。すくなくとも現行の 2 劉の引上げをめざ

している」と，火鉢tこ手をかざす。
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以上，いろいろときいたことをかんたんにまとめてみ

ると，つぎのようである。

戦後，組合はいろいろできたが，昭和27主手ごろ r全

国土建労働組合総連合J ( 略表示土建総連) として全国的

な連合組織が結成された。 これは自由労組とちがって，

技能をもった労働渚の組合で，現在では全国で約 6 万人

以上の組合員を包含している。関西では，土建総連関西

地区連合会があり，それには，

兵庫県建築労働組合連合会

兵庫県土建一般労働組合

大阪建設労働組合

奈良県建築労働組合

滋賀県土建労働組合連合会

三盆土建労働組合

京都府土建労働組合連合会

和歌山建設労働組合

名古屋土木主主築労働組合

愛知建設労働組合

甲南土木建築労働組合

など，土建労働組合の傘下組織をもっているコ

て18頁へ〉



建 築 労 務 者 の 状 態

建築労働者の状態について何の醤けという課題を与え

られまして，私と しては柳泊、不得手の方で一寸ためらっ

たので‘ありますが，折角協会からの御指名に対 しまして

無下にも御断りもできないので，甚だ漢としたものでは

ありますが，私の感じている点、について少しばかり，申

述べさせてもらうことといたしました。

話( 土幾らか昔にさかのぼりますが，大体建築業関係の

労働者いわゆる職人は，皆様先亥1胸承知のように，いず

れの職種を問わず大概親方なるものの存在があって，徒

弟( 今円で L 、う見習工) になろうと志願する者は，それ

ぞれ知人のってまたは親方本人え直接に申込んで，親方

の家に宣伝公 (就職) したものであって， これらの徒弟の

殆んどは住込みが普通で，通勤なんかは先ず無いといっ

てもよか勺た?

今ニこで大工の例をとって云えば， 徒 弟 の 年 齢 は

13，4才位の少年時代から，奉公に出たもので，そこの棟

梁である家え弟子入りしても，最初のうちは中々仕事は

教えてもらえずに，まず家の掃除や使いあるき，さては

子供の御守りなどをやらされたもので，早ければ 1 年位

経ってからやっと仕事の糸口にありつけるという筋合に

なっていた。

兄弟子や親方の重い弁当箱を背負わされて仕事場に出

掛けてゆき湯茶の仕度もしなければならず，墨付けのす

んだ柄穴彫りから柄付け，次に鈎削り等に移り規短術或

( 主製図等は，晩めしがすんでから親方または世話役( 兄

弟子1 などから，親しく口伝で実際的に教えていたので

あった ，だから教える方も教えられる方も ，思閑10時間

以上働いたその揚句なので，随分疲れたものである。こ

のように実地修練を積むこと 5 年乃至 7 年で，ざっとー

とi E : ) の大工仕事ができるようになるのであるが，それ

もるの本人の性質と心掛け一つで，だれもが必ずその遥

り当てはまるものではなし、。頭の良い人聞は兄弟子を追

い越して 立派な世話役に昇進する例はし、くらもあった

これに反し頭の良くない人聞はいつまでたっても叩き大

工で一生を終る例も少なくはなかった。

今日では電車，パス，自転車等交通機関機具が自由に

利用ができて結構なことであるが，以前これらの交通の

便がなかった時代には， 2 星や 3 塁もある仕事場えゆく

のに司だれでも皆テグテ F と歩いてゆかねばならなかっ

た。然し当時の人達はこんなことは別に不思議なことで

も何でもないこととして，勿論つらいな石とも思わず，

相 i尺 喜 久 太 郎

朝は早く起きて遠方まで歩き，夜はおそくまで組蛍をし

て，ひたすら苦学音楽を積んでいた，これを現代の人達

の気楽な修業振りと比べれば，思い半に過ぎるものがあ

る。

以上述べましたように大工になるには相当の年季を入

れなければ一人前になれないが，話や土工人夫などにな

るとその殆んどが，幼少の頃から年季をスれたと云うよ

うな者はなしそれらの多くは親不孝を仕つくした者と

か，酒色におぼれた者，相場やばくちなどをした結果，

住み馴れた家屋敷を手車交して，故郷を飛び出してきた者

など，いわゆる臼く因縁の付いた者たちが，遊んでばか

りも居られないから，何か手頃な職に就かなければ，鼻

の下が動かなくなると云うわけで， 鳶とか土工とかの親

方を頼って，ころがり込み今迄に別段これと云う特別の

技能を持っていないから，見様見真似で現場に出て追い

廻しに使ってもらい，からださえ丈夫なら月日の経つに

従って，ど. うやら単純な仕事が多いから実地に覚え込む

に至るのが常道で・; ! ; _ ，った。

以上は戦前までー行われていた労働婚になるまでの一種

の養成される仕方についてのー倒であるが，単識は米国

の強要に依り民主主義の嵐に吹きまくられて，新たに労

働基準法と職業安定法等が制定され，これが突施される

ことにより，今迄やっていたような徒弟の養成方法も，

親方と子分的関係も正に民主主義に反するものとして，

全面的にくつがやされる運命に立ち至った，今日から考

えると此の親方制度は必ずしも欠点ばかりあるものとは

考えられないし徒弟制度に於ても全部わるい点ばかり

あるものとは云われない，只封建的だとのみ一言に蹴り

放すことは再考されるべきで，我国古来からの習慣の長

所とう! と国流の最も良いと息われる点とを， うまく調合し

て徒弟の養成に考慮を払い，今後の建築労働者の技能工

を絶やさぬように努めねばならない。

大阪府とある府県ではごく僅かではあるが，戦後失業

者の対策の一環として，取敢えず公共職業補導所と云う

ものが設置されて，大工 ・塗装 ・左官 ・タイル工業の養

成に当つてはいるが，これら補導所の養成期聞は僅かに

6 ヶ月の短期間で修了させる方式をとっている ( 1 ヶ年

の場合もある〉から，実際上からみると突にその部門の

玄関先をのぞいた位の程度より突習もできていないと思

わねばならない，いわゆる上わとりした程度の技能より

授けられていないわけで，本絡的な技能者は到底得られ

2'1 



ょう筈がない，いくらこれが匹絡をしてみても 3 年より

も短期で修得させることは無理な話であるつ

先日技能者養成についてのアメリカ映画を観たが，こ

れは煉瓦積工だけの筋を扱ったもので，この欧薗に出て

くる初心の労働躍は，棟瓦積をするだけの養成でさえ一

人前の殺人として，証書をもらうのは満 3 年かかると云

うことであった。このようなわけで我国に於ても建築技

官踏の養成について，特別の考慮が払われなければ，将

来お先まつくらのような気がしてならない，聞くところ

によればこんな施設をするのに対して，いずれも予算が

ないから充分な運営ができないのだそうだ，こんなわけ

で政府をあてにばかりも して居られないから，これが対

策としてはそれぞれの職別組合を強化育成させることに

より，その組合自体が職別単位の技能者養成に乗り日付ー

ようにすることが最も合理的であろう 。

最近東京の左官組合ではこれが設立に努力し，終に左

官の養成所が開始されるに至ったという朗報を聞いた，

大変よろこばしいことである，また地方に於ても規模の

大小はあるであろうが，篤志の業者が骨を折って徒弟の

養成に携わっているという話も聞いている，このような

施設に対しては国としても或る程度，積極的な援助をす

ることによって，建築労働渚の技能養成を図るように拍

車をかけてやってもらいたいものである。

建築の労築者は何と云っても突に復雑な点に立ってい

て，他の一般諸産業界に於ける労働者とは全 く違った線

にあるものと云える，従ってその取吸い方も非常にむつ

かしいのである。それは労働者の一定したプールもなく

それぞれの職種によって親方の下に極めて少数の者が集

まっている程度だから，労働者その者を募集するにも相

当に困難性が伴うものであるつ外国のような立派で強力

な組織を持った組合があれば，余程その困難性も打開す

ることができるが，今のところ日本にはそのように信頼

のできる立派な組合がないのである，筒負業者としても

仕事が年々相平均してあればよいが，中々そのようには

参らないで突凡不平均に仕事が出るので，ゐらゆる職種

の労働請を常備しておくことができないのであるっそこ

でし、やでも下請をする大工なり左官なりに，依存してそ

の都度下請人に労働者の円滑なる配置をさせねばならな

いのである。

このように建築に従事する労働J者は考えようによ って

は不幸でもあるように思える，労働幡それ自身も一定し

た確固たる基盤に立っていない不利益さがある，従って

仕事場が始終変った所に転々として移り替るその度毎に

労務者は集まったり離散したりして，固定した場所で働

らけない不安定な立場にある彼等労働渚も亦つらいかな

である。

浮草にも似た不安定性の濃い建築労働者は，前に述べ

たようにあちらこちらと苦M去を余儀なくさせられる，本

n  

当に特種な職業であるから，建築業者から云って も労働

者の保有には云うべからざる困難性が多く，場合によっ

ては同時に同じような仕事が重なり合った場合，まとま

った職種の人員が要求されると，双方の事業場同志が労

働者の引抜き工作が起り得るのである。そのような状態

に追い込まれると自然賃金も迫上ったりするのが通例で

ある。

昔はと云っても戦前のことであるが，あの頃は労働躍

に支払う賃金の勘定についても，至極簡単に計算されて

労使双方共に手数がかからなくてよかったが，戦後労働

者側にも新らしい思想が吹き込まれはじめたので，非常

に勘定の計算方法もややこしくなり ，ゐまつさえ社会保

険の強制適用もあり，労傍僅準法にエる労働舟聞の制限

源泉徴集所得税等々，従来なかった色々の規則や法律に

しばられて，自由に動きが取れなくなり労使双方共に相

当の重荷を課せられたような心持で，いささか閉口して

いるのが突情である。労働諸に対しての福利厚生のため

だと云えば大変きこえは良いが，事業上からみれば少々

行き過ぎの点がなL ‘ とも云えない，事業主はこれが完全

に履行できるようにして，只一人の労働者についてだけ

でも満足のゆくよう，使用者( 主労使協調についても充分

気を付けてやらねばならなし、つ

我が国の労働者を欧米各国のそれに比べれば，低賃金

で生産性の向上の薄い我が労JifV:者を して，現在より 以上

にレベルをあげてやるようにしてやりたいものと考える

然し，労倒，者としても今円みるようなノレーズな作業振り

では感服できなし、。即ち仕事にかかったら規定の休憩時

間のくるまでは，雑談を交わしたり放歌吹笑などするこ

とを追放し，時を選ばず勝手な時に一服したり，座え煙

草で仕事をしているような，だらしのない作業振りは完

全に自粛されなければならなし、っこれも米国では時間制

で賃金を払うわけで，時は金なり，の格言どおり突践し

ている淘に心地よい習慣でゐるが，我が国のように社会

一般の人々が時間の観念が乏しく，労働者に仕払 う賃金

も時間制ではなく円給制となっている関係で，割合に時

間の如何に大切であるかが分らない，故に遂々だらしの

ない作業振りを如実に示す i うになったものと察寸るこ

とカ: できる。

先以て建築労務者のすべてが頭の切替えをする己とに

よって，外国人と同じ精神を持ち扇をならべて，土曜円

限の両日が彼等の安息日として休養もとり，楽しいレグ

リエーショ γ に出掛けることのできる位の予備も持てる

ような，真に建築労働諸として耳む虫、しくないレペノレに達

せられるよう，労働績の銘々が自己反省をしなければな

らぬ時期が来ているのではなかろうか。

土木工事などではまとまりた多数の労働者がス用の場

合でも，技能の優れた特種な者は左程沢山必要なわけで・

はなく，その大部分の労働者については，補助的な役割



を負うものであるから，工事場の出先きに於て地元( 地

方) の人夫等を臨時的に募集叉は雇傭すれば，或る程度

の要求は満たされ，緩和融通する可能性がある。叉その

地方に於てのみ要求人員が満たされなければ，験業安定

課を通じて広く全国的に求人をしなければならなくなる

が余り途方からだと旅費だけでも中々莫大な額に上るで

あろう，地方的の色彩の濃いところでは季節的には人を

求め易くても，主として農業を主業としている者である

と，田植とか麦稲の刈取り収鐙時には殆んど帰郷すると

か，綴脱して仕舞うのでそれらの事業所に於ける人事係

員(土， これが補充に忙殺され，日々の労働者の出入及び

移動にはほとほと手を焼く次第である。

近頃は大分機械化されてきたので極めて大きな工事で

あっても土木事業に限つては，その割合に労働者の数を

最小限にすることもできるが，特種技能者とか工長職長

以外の平人足程度の労働者は，なるべくその地元の農民

を使役すると大変に都合がよい，なぜなら彼等は自分の

家から通勤ができるから飯場設備の何パーセントかが助

かるわけで、ある。只どうかと思われる点はそのような仕

事について不馴れの者が大部分であるから，仕事のコツ

を呑み込ますまでに相当時間の損失はあるが，まあ割合

に正直でもあるし身体も丈夫であるから便利であると考

えらオL るヲ

天災地変の多い我国では突発的に，風水害，地震，火

災等々色々のものが発生する，其の者jl 度土木も建築もこ

れが復旧に繁忙を緩めるのである。その時は方々の労働

者を狩集めて大変な騒ぎを演じるわけである。これは毎

年 4 つの島のどこかしらに大なり小なり起る現象で，貧

乏な日本国としては突に遺憾に堪えない次第と申さねば

ならぬ，こんな場合が発生すると平時に比べ，賃金ベー

スも上昇し，無駄な経費も必要となって，先ず一日でも

早く急場凌ぎの復旧を一途に遜進するわけで，今夏なが

ら我国の天災国であることを深〈悔むと同時に，でき得

るかぎり風水害その他に耐え得る堅固な施設物が構築さ

れることが望ましいのであるc

さて，現在の我国に於ける建築界の労倒屈はどうかと

云うと『先ず先ず供給面も需要面共に，パラシスはとれ

ているようである，強いて云えば大工・左官 . ，;t イノレ工

などが比較的少ないのではなかろヲか，ただ戦前に居た

ような優秀な腕前を持っていた技能工が，断然厳少して

いるので，一部の人々には憂慮されている。

一方建築関係の労働者となることを志す少年の減って

L ることも，争われない事実である。何となれば色々の

施設の完備した工場とか，立派な組織を持った産業会社

などは，老後に於ける保障の道も聞けているが，建築Yこ

伴う労働者にあったとしても. 遠い将来を思い合せると

安心して一生を捧げる職業とは，彼等には考えられない

ような気がしているのではなかろうか，事実それが本当

の声でｾろう。

思弁当を喰べるにしても一定の消潔な食堂もなく， 丸

太や木材を腰掛けにして弁当を使うなんて，考えように

よっては人聞を無視したようにも思われぬでもない，叉

作業場はさながら戦場のようで，災害にさらされる危険

性が割合に多いのも，彼等少年たちの志望を妨げるもの

の一つであろう。いくら甘言を以て少年たちを勧誘しで

も，現代の少年たちの限には殆んど，希望をかける様な

魅力がないのではなかろうか。

このような点についても現下の建築事業主，或いはそ

れぞれの職種の親方とも云われている人々は，大いに将

来の建築労働者育成について深い関心を持つべきことは

論ずるまでもなく，何とか特別の手を打つように妙案を

考えねば，取返しのつかない時に逢着するおそれがない

とは云えない。

今後に於て一層困る問題は，堂宮大工がどうなるでみ

ろうかが挙げられる，私は今迄にも機会のある毎に此点

を世人に訴えているのである。世界のどこにもみること

のできない， ( 木造の遺構) は日本独得のものであって

現存している文化財の木造建築を保存してゆくため，こ

れが修理に要する大工をどのようにして養成しそれら

の大工を残してゆくべきか，どうして現存の文化財を守

り抜いてゆくことができるかが問題である，即ち堂宮大

工の数は現在日本中を探しても突に，微々たる人数より

いないのである。それに堂宮大工のような辛気くさい職

人を志望することは，皆無と云ってもよい程の突状にお

かれている。

普通の大工であれば仮枠大工にしても，造作大工にし

ても修業年限も数年でよいことは，前述しておいたとお

りであるが，堂宮大工ともなれば突に技術が複雑で長年

月の絞膨修得が必要であるから，早く賃金を受けたし、と

云うような場合には，少々あてはまらないのである。

優長らしくみえる堂宮大工には大概の者はみむきもし

ないであろうことは火をみるより回らかであって，こん

な特種な大工を志願する者があれば余程変り者の人であ

るが，絶体的に親の命令か何かで仕方なしに入門したも

のかでゐって， 日本の古文化財を守る上からも年々に大

修理，改築等に予想外の工事最もあるこれら特種労働者

をして，保護助長するため国家としても，文化財保存法

に似たようなものでも制定されて，保護育成してやって

もらいたいと，ひたすら念願する次第である。

( 筆者犬阪建設業協会工務部長)

一 月 号 訂 正

大日本棚株式会社堺工場の口絵写真( アー l 紙) I  

の説明のなかに ｾ 迫辺 陽」とあるのは「 池辺繍 」

がl E しいですので、お詫びかたがた訂正致し ます。 I

却



日 本 建 設 産 業 職 員 労 働 組 合 協 議 会

第2回 東西合同幹事会議事録

現在，建設会社の職員組合の横のれんけい機関として，「日本建設産業職員労組合協議会J ( 略称 :

日建協) の組織がある。いまのところ， 20社程度の大手筋の職員組合がこれに参加しているが，各単

品Eの「大同団結」をめ Y して努力をつづけている。その第 1 回の東西合同幹事会は昨年 6 月に大阪で

関かれたが，生存 2 回東西合同幹事会は本年 1 月15 日熱海で開催さ れた。ここに，そ の議事録を広く各

位におしらせして，各職員組合の「大同団結」をはかつてさらに前進していただくととになれば，幸

いである。

昨年の 6 月21 日，大坂で・開かれた第 1 回の会主義から半

年を経過 した昭和29年1月15日，午後 1 時より 6蒋45分ま

で，実在海の土木建築厚生会消和寮にて，関東，大阪，広

島，名古屋から総計28名出席の下に第 2 回の東西合同幹

事会が開催された。

1. 関東地区

清水職組( 山村，伊藤，松尾，宮田) I司級車! l (早川

坪回，中道) 大林職組( 野口，大浦) 藤田職組

( 俣野，四倉〉 竹中激組( 稲畑) 大成社組( 五十

嵐，岡田) 戸田職組〔中村，高林) 計 16名

2.  大阪地区

大林職組 (色川，関，栴峻) 鴻池職追且( 高橋，脇本〉

清水職組 ( 伊藤) 問ｾ組Ｈ長沢Ｉ 竹中職組( 宮辻)

計 8 名

3. 名古屋地区

大成社主且( 伊藤，太田〉 言十2 名

4  広島地区

藤田職組( 北村) 大林激組( 平田〉 計 2 名

会議i1東京清水建設職組松尾氏の開会の辞 iこ初まり，

議長田に東京より潜水職組宮田氏，大坂より鴻池職組高

崎氏を能せんし議気就任挨拶の後，書記の委属，自己紹

介， 日程打合せを行った。

関東地区常任幹事職組挨拶 ( 清水 山村委員長)

「関東地区を代表して挨拶をのべます。第 1 図の合同

幹事会の半年後，本年の労働過重hの初頭にこの会議をも

つことは意義ある事と思う 。

日建協は未熟ではあるが，各職組は色々な問題でE買を

悩ましている事と想像される。新聞等に依ると今年は労

働運動も激しい事が予想されている。

日本全体がけわしくなる時，自分遂の組織がしっかり

確立されていない時戸惑うのではないか。一つの単組だ

けではやっていけない。

現在我々の力が足らない事が強調され，お互いに協力

していない事があげられる。今日の会議がこの様な事惑

を発展させる契機となると思い，特に名古屋や広島から

初

お出をいただし、た役員の方の御努力に感謝致します」

大阪地区幹事職組挨拶 ( 大 林 亀川委員長)

「ただ今の山村委員長のあらゆる観点から眺められた

御挨拶は我々の考えと同一で大阪としても感謝する。益

々東西は合同していかねばならず， 今後の御飯 縫をお願

いする。昨年は各単組と も力をつく して参り， 1954年の

初頭に この地に会することがで、きた事を喜び御出穂役員

の御苦労に感謝する。

昨年の合同幹事会より 6 ヶ月間経過 しているが，大阪

でも情報の交換など活設に行い，昨年12月には名体も東

京と問ーに し一歩前進 した。

山村委員長の御意見には向感で統一されることをのぞ

む。只一挙に確立することは，色々な条件があって難か

しいが， 労fi W; 剣司ニの改善のために我々は動いている し，

この会議が朗日への生活改善になることを願う」

以上の狭拶に引続いて議案の審議Iこ移った。先ず最初

に報告事項が各地区の代表から発表された。

第 1議 題 第1回 東 西 合 同 幹 事 会 以 降 の 経 過 報 告

1  関東地区 ( 消水 職 組 松 尾 氏 )

「例会)1規定通 り7 月 9 月， 11月の隔 月行い. 幹事

会)1毎月 1 回開催している。筒小委員会を設け，幹事職

組が主査となり，加入組合は何れかの委員会に参加して

調査，研究している。

給与小委員会( 間職組主査) は年末に実態調査を含め

た。給与資料をまとめ諸給与小委員会( 戸回戦組主査)

は旅費， ｪｾ 職金，時間外手当の比較資料を作製した 。 ｦ 持

労働協約，福利厚生の小委員会がある。

叉年末手当に対する共同要請書を作裂し建設工業新

聞に発表すると 共に各月後組に送付し，使用したと ころも

ある。

叉 I L Oの建築土木‘公共事業委員会に代表を派遣 し

( 第 2 議題参照) その他審議された重要な問題はあとの

議案に要約されるので省略する。鹿島社組が脱退したの



で現在20組合が加入している」

2  大阪地区( 消 水 職 組 伊 藤 氏 )

「第 1 回の合同幹事会での問題は名称、の柑具した事に

あった。 それ故大阪でも議題にこの問題をのせ，名秘，

規約等を審議し，12月に名紘を東京と同一にした。会議

( 1毎月 l 回開く規約なので，大体毎月行っている0 ・( 大

林， ｾ百 Ｗ Ｑ＼の給与改正で Ｑ 四位聞かれなかった事がある〉

10月に当番斡< : t f . の改選を行い，大林，清水，鴻池が選出

され，新しい幹事で規約改正案を提出し，修正された。

12組合加入の所鹿島脱退のため，現在l l ij i &組である。

組級の拡充としては，第 1 段階として，大阪に支部の機

構をもっている組合へ勧言械を発送し，第 2 段階として

大阪地区に組合をもっている所に働きかける。勧誘状を

出した所は大鉄工業，藤田組，鉄道建設，野村組，西国

建設，大日 本土木，安藤組，制1崎組，西松建設，島藤建

設であり， 1 月末円迄に返答する事になっているが，現

在の所大日本土木から参加の申し出があった。大阪とし

ては，脱落するところがない様に運動してきた。」

3  広島地区 ( 篠田職組 北村氏)

広島にこの様な集りができたのは 3 年程前であり，現

在，消ー水，藤田， 大成，大林，間，竹中，戸田，水野，

広鉄工業，松村，熊谷等が参加している。

会議i1月1 回必ず行い，情報や支部報の交換，議事録

の国布等行っている。大きな問題は捉えずに地方激組の

団結を 目標にしている。

4  名古屋地区 ( 大 成 社 組 伊 藤 氏)

今月迄何も行っていないので，申しあげる ことがない

5  その他の地区 ( 清水職組松尾氏補足説明)

九州悦

L 、る。

札幌，仙台は前には行われた様子があるが現在は行わ

れていないらしい。

第2議 題 I L O関係

l  委員会報告 ( 早川代表= 間激組委員長)

「私が代表と して派遣されるに当り，関西地区の方々

にも御援助いただき感謝致します。選衡の様子を申しあ

げると日建協，新産別，全建労産別等が候補にのぼった

が，弱体の日建協から出たのは，現在より一歩前進し職

組の発展のために一つのエボツグをなすであろうとの観

点、から出席した。

会議の様子は今日は時聞がないので割愛しますが( あ

とで審議される日 建協の機関紙が出ればそれに掲載され

るでしょうが，借関職組の機関紙「あしおと J 22号に掲

載につき蓄え照 して下さい) 特に印象に残った事を申 しあ

げると，南米等はそれ程でもないが，他の国は日本より

極めて進んでいるのを知り，勉践しなければならないと

痛感した。叉欧洲グル{ プが会議をリードし， 3 年にー

度の この会議の外色々な研究会をも っている。

私が発言 したのは一般報告だけで. 1  L Oが弱い労働

者をパツタアップしよう という主旨なので 日本がいかに

未成熟であるかの要因を発表した。，

今後は会議に参加しても有効な発言をしなければなら

ない。

その発言もその場限りのものでなく反響を伴ってく る

様にならなければだめだと思う。 次図は1956年に開催さ

れるが，議題として

l  年少者の問題

2. 災害防止の問題

3. 完全雇用の問題

4. 労働時間短縮の間短( 週40時間)

があげられている。

2  ｾ事 Ｕ 図書寄員会関係

初めて代表の 1人を出した責任上報告だけで済まさず

「日建協が中心となり， 建設関係労組の参加を得て

I L O建築土木公共事業委員会労働代表派遣準備会 f仮

秘) を設けるという提案者の説明に対し「各組合は今後

どの様な道を歩むか未知数であるし，他の労組との提携

も選衡の事情などからして慎重に行わなければならな

い」という意見多く取り敢えず，日建協の中に準備会を

設けることになった。

筒「日建協内部で行う事に異議tまないが，鵡題の内容

をみると職員組合だけで解決できないと思うので幅をも

たせて準備会をもって貰いたい」と いう補足意見があっ

た。

準備会の執行活動については，大阪地区は詳細な報告

をきいてないので協力，研究するのが関東に一任するこ

とになった。

決定事項

イ r  1  L O建築土木公共事業委員会労十蹴℃表派遣準

備会」を設ける。

ロ 右の準備会により第 5 回委員会予定議題について

準備を行う

ハ 準備会の組織その他については関東地区で分担す

る。

第3議 題 日建協機関紙発行に関する件

先ず提案者から，性格として 「政治が危彩を排し，日

建協関係の記録，資料，情報，及び各単組の状況その他

報告事項を主内容とする」程度のものを，当分の間，東

西両地区協部会の名総で発行する旨説明あり，審議iこ移

ったが，大阪地区としては「規約にものっていず，もう

一度帰ってから審議 しなければな らないし，そこまで固

っていない」という理由を主張し一度は後日審議する事

になった。しかし，その後日建協資紛という事で東西両
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地区一致した。筒大阪地区は東西の名で出す事が一応ひ

っかかるので，発行者，経費の点、等ｾ急報告し，第 Ｑ 回

の発行に間にあわない時は関東地区の名だけで発行する

当事になった。

第4議 題 の1、ー日建協上部機構組織化に関する件

第4議 題 の2、 日建協の活動積極化に関する件

提案者より「日建協を もう一歩前進させたいと いう気

運は前かららり，現在の協議会だと，各単組内で本部と

支績と一致せず，函白くない事惑を生ずる場合もあり，

I L O代表派遣などにより，対外的考慮もしなければな

らず拘束力は現庄のままで，上部機構を組織化したい」

旨説明あり討論されたが，大阪地区の意向と しては

「現在の段階としては，. 拡充が主眼で，情報資籾の交

換程度しか出来ず，未組織の所は東京と大阪とで分担し

て戸うという案がでている。

大阪は現在上自l機構は考えられない。それ故上部機構

の問題を除いて考える余地がある」と両地区一致せず，

休憩に移り妥結点を見出した。

即ち第 4 議題の 1 を削除し，第 4 議題の 2 を一部修正

した。

確認事項

大同団結の必要性を両確認し，地区協議会並ひVこ各単

組の積極的な活動をはかる。

1  組織の拡充

1. 各単組は年次大会等に於て 「日建協の育成強化」

を運動方針に採択する。

2. 地区協議会末組織地区の組織化につき，雄進力と

なる組合を 2 つづっ定め，おそ くとも 3 月末ま でに

第 1 回の会合を終る。

札幌地区( 清水，戸関税組〉 仙台地区〔付中，

大成社組) 名古屋地区( 行中，間職) 広島地

区 ( 藤田，清水職組) 福阿地区( 大成，大林職

組)

3.  各単組は，極力本支部 3 役中の 1 名を日建協担当

の役員とする。

4. 地区協議会の撒句の中に 「必要に応じ東西合同幹

事会を開催することができる」をスれる。

2  執行活動の積極化

1. 各単組の組織，機関等の研究を行う 。

2. 労鍛条件その他の事項について情報，資斜の交換

を活滋化し，可能な問題を捉えて統一歩調をとる。

3. 各単組，相互聞の函t各提携を緊密にし，協力援助

等を可能な限り積極的に行う。

4. 地区協議会の主催叉は援助で文化・厚生活動を行

う。

5. 日建協資事ヰの発行
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第5議 題 給 与 改 正 に 関 す る 件

大阪側から提案されたが，具体的な案がなかったので

改E の時期及び金額について各単組の報告があった。

大林 28年10月新ベース実施以来，今日迄改正の話は出

ていない。改正するとすればその時期は協約の改

訂時期と同一になると思うから 3 月か 9 月頃，金

額は他社の一番高いのが目標になる。

鴻 池 16日に中央大会があ るが 1 月に定時昇給し 16%

f曽になったので他社のを参考にしたい。

基準内 23，239円( 重役を除き非組合員を含む)

。 21，744円( 組合員平均額〉

清水 2 月下句 27，000円ペースを 目標に進めている

1 月の給与は， 24，055円( 推計) だから 13%憎に

なる。

大成 昨年の 10月臨時総会でベ ース ・アップを決め12月

に23，730円で決定した。

竹中 29年 1 月現在22，110円で，次期大会に， 27，000円

ペースと給与規定の改正を決議する予 定。

戸田 29年 1 月よ り21，500円となる。

問 昨年の10月より 25，000円ベ { ス ( 21・3% 増)

藤田 14日，執行委員会で20% アップ， 5 月より実施を

決めた。

現在の給与平均は20，200円なので約24，000円とな

る。

以上で大体議題の審議を終った。

開会の辞 ( 東京大林破組野口氏〉

「本日成人の日に多数御来集いただき，第 2 回の東西

合同幹事会を持つことがで きた事を嬉しく思い昨年の第

1 回より 6 ヶ月・叉一歩前進した事は喜ば しし 、。今日決定

した事は各地区で叉各単組で大同団結を 目標として皆様

方のお努力お骨折をお願いしたし、。」

以上が日建協の釆西合同幹事会の議事内容であるが，

これに論評するのはさしひかえるとして，全体を通じて

ただ一つものたりなさを感じることがある。それは，各

職員組合員の日常の要求や希望をとりあげていないこと

で、ある。活動の積極化をはかり，発展する芽を育てると

するな らば，その組織の母胎であるところの組合員の要

求はどこにあるか，をもっとけんきょに， しかも， しん

けんにとりあげられたらよかったのぢゃないかと思われ

る。それと同時に，各単組問の共通の問題はど こにある

か，ということももっとほり 下げた形で提起されてしか

るべきだったと思われる。 ( m)



私たちの建築史 ( 10)

林 野 全 孝

中期ーーその6一 一

塔 婆

この期の塔婆を性格上分けると，舎利塔と教義上 の塔

の二つになります。叉材料上分けると，木造，石造，銅

板の彫刻，の三つに分れ，重層で分けると，七，五，三

重になります。叉配置上からは， - ; 喜式とこ塔式になり

ます。叉織式から分けると，法隆寺・薬師寺・当摩寺の

三つに分れます。こ れをまとめると次のようです。

木 (1法隆寺5 純 計 ( 暗 記i - 塔式 恒五

)  1_ " " ，_ " ，_ 3  ，ＮＮ ＮＢ，］ＢＢ，ｾ｟Ｂ，｟ Ｕ ｾ＠ 1  白鳳→

) 1薬開寺 〔海竜王寺) 1  ニ塔式 |  天 平

造¥1"" " " _ " ，_ . . . .=_. . . . .3，.. = ""' ' ' ' ' 5)(i l i () は模型で¥1一一一

¥'当摩寺東西ニ塔〔極楽院) ; " 配置不明 )1天 平

|竺 同 て ( 滋 賀 県 〉 輔 寺5( 奈良県_ )_ IS1k7Z1  

銀 版1長谷寺OC奈良県) 白鳳17- r . l /- I...-....... ..， ' 7 J ' . I-' <. . ..I.. /  I  

この他に基盤や凝石が多数残っており華美を極めたこ

の時代の塔の古えを，良くしのぶことが出来ます。

さて， 一体これらの塔は何を現しているので しょうか

その前に法隆寺五重塔のような楼閣形塔婆の起源につい

て考えて見ましょう。これには次の二説があります。一

つはスツーバ説で，一つはグイマーナ論です。

スツーパ ( S t upa) 説は，故関野貞博士や伊東忠太侍

土の説で， 印度ガ γ ダーラ地方のスツ ーパがA D2 5 6 -

419年に シナに入り( 第68図) ，ここでシナの機関建築と

合体して荘厳化され( 第69図) 我が国に入ったもので，

スツ ーバが漢音で示塔婆となり塔婆となった， とされ，

スツ{ バはもともと印度の墳墓であり，心柱は墓標で最

重要である。叉この説の裏付ける如く，塔の最上層より

上に出ている相輪部は，全 くスツ { ノくと同形である。と

いうもので，この説が長く定説となっていました。しか

し，

グイマ 戸ナ説の方は， かつて小野玄妙氏が雀離浮図

( 塔) に渚目され，最近になって村田治郎博士がどしど

し論ぜられているもので ( 学研報18等) スツ{ バ論の欠

点，つまり墳墓と機関が合体したこのとないまいさと，

なぜ基担を大きくして，塔」きたるスツ ーバ形が極小fこな

うたのか? という凝聞から出発し， 雀離浮図の如きも

のが ( 第70図) その原流で‘ あろうとされてい ます。要

するに， 第 2 世紀の頃 j j ' . / ダーラのグイマ ー ナ 形

CV i mn a) がシナに伝わり ，神仏思想と 結ひ・っき，神仙

の降下する観台となり楼閣形仏寺院となった。これは，

ま培 脅

('ft¥ i わ

基 盛

¥4' 蓋

j平浪

第68図 ス ツ ー バ

第69図 シナの楼閣形塔婆→

スツ ーバと仏殿が兼備したもの

で中心建築故浮図と秘したが，

後{ ム骸が分離したので， 塔を

浮図と呼ぶようになった。叉一

方スツーバそのものは， シナの

南北朝時代に伝えられて， 単層

円形屋根の形で表現され，これ

が，多宝塔のような形で表され

た。とし、う説で， これまで不明

だった塔婆の形成が明かになったと言うべ きでしょう。

さて我が国に入った塔は，大野丘が最初ですが，これ

は既述のようにスツ ーバ形で，英後のま喜，法隆寺( 第71

図) 法起寺等は，舎利( 釈迦の分骨とされる) を奉納し

た舎利塔であり，その奉納形式も種々ありました。( 第

72図〉 ところが， 塔が東西二基に分れる場合が生じま

す。これは白鳳時代からのことで，泰良県高市郡木星空に

ある本薬師寺は，朗かに東西二基の塔主止を残しており，

東塔心踏は舎利奉納女があり，商事蓄はありません。叉大

宮大寺もそうで・あったようです。天平に入ってからは，

薬師寺 ・当麻号手始め，東大寺等々，いす. れもニ塔式にな

ります。なぜ塔が 2 つになったか ? について， これまで

単に舎利塔の怠

義が失われて，寺

院荘厳のためだと

言われて来ました

しかし滝沢真弓教

授は，学研報第12

号に，朝鮮仏国王子

等の例を上げ，主

に宗教教義上の問

題として，一方は

舎利塔で，一方は

多宝塔である」 と

されています。こ 第70図 雀 隣 浮 図

お



第 72図- B

舎利奉納形式薬師寺西塔社

15 

i斗

第72図- A 4宇和! 奉納の形式

法隆寺( 堀立式心柱の底〉
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ウ鏡 9. 砂誕製碗 10. 真珠、ノレリ 玉、その他結物 11.  同 12.  

礎穴 13. 鋼連ま 14. 粘 土 15 粘 土 1 尺 9 寸
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第71図法隆寺五1 f ! 塔

( 浅野博士復原)

金光朗最勝王経と，法華経十巻を塔古口に置かしめたので

す。( 続紀) 。実際国分寺の塔は一基の場合が多く ， ここ

に全く舎利塔の意義が消えて教義が中心となった様子が

伺えます

政 屋

政屋とは政所叉は政庁で，法務をとる所です。法隆寺

に二棟，大安寺fこ三棟あったことが，夫々の資財岐で解

ります。今の法隆寺食堂( 第75図) はかつての政屋であ

ろうと言われています。凡そ寺には三綱といって， 上座

( 寺の代表，学長) 寺主 f庶務部長) 都縫那( 増の尼の

かんとく ，学生部長) の 3 人から成ってい ました。綱封

蔵というのは，この 3 人の判により開閉される倉で，こ

れに対し勅封磁があります。

戒 壇

僧尼になるに

は，籍を正式機

れは大変面 白い考え方です。多宝塔といっても，石山寺

等にらるような重層で，ユギ塔の変化したようなもので

はなく， ( シナに於けるスツ ーバ) 日本では普通の塔と

変りない もの として建てられたらしいです。多宝塔とは

法義経の見室主審品から来たもので，最も古い実例は長谷

寺の銅版に見られます。( 第73図) これは叉，朝鮮の仏

国寺の東塔が石造乍ら，これと良く似た方法で組立てら

れ，西塔の石塔が普通のものであることより，滝沢説を

裏付けます。こうして東大寺の答Jこ歪り， (第74図) 高

さ突に 100米 fこ及ぶ七重塔二基が建てられたのですが，

西塔には本職中に金字最勝王経一部と仏舎利十粒が安置

され( 東塔とする説もあり) ， 東塔については詳しくは

不明ですが，凡らく多宝塔を意味し，法皇室経を納めたの

かも知れません。

かくて天下に勅して国分寺を造り ，七重塔一区を建て

東大寺塔故天沼博士復原i第 74図

闘に移し家を出

ます。そして碍

度( 五戒) して

優婆ｾＮ優姿尼

になり，次に受

戒 (十戒) して

沙弥・沙弥尼に

なります。やっ

と沙弥になった

ので，苦シヤミ

等というのでし

ょう。 次に250

戒して比丘・比

丘尼になり僧尼

と呼ばれるよう
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第75図 法隆寺金堂 ( もと政屋? )  (J 、屋組は二重虹梁

大斗式

になったわけです。この戒を受く儀式をする所が戒痩で

あり，菅は，東大寺，唐招提寺( 第76図) 他ニヶ所にし

かなく，ここで僧尼を作り出したので、す。平安時代にな

って，最澄はえんりやく寺に五究極を造るべく猛運動しま

した。これがあると寺が栄えるからです。一方空海は政

治性を発律して，戒壇のある寺を含め，南都寺院の真言

化を計ったのてeす。筒受戒儀式のもとは，唐招提寺を建

立した鐙真京朝とされています。

第76図唐招提寺戒壇社

第77図

唐招提寺僧房→

子 |

;i し『Ui i 1  

僧 房 告書78図

僧房の復原

僧尼には寄宿舎がついていました。僧房といって長い

建物で，主要建物の東西に南北に長〈建てられ，大きい

寺では三面借関といって，更に後方に東西に長く建って

いました。東大寺は三面僧房で，特に二列に並んでいた

ことが正倉院御物中の図面でわかります。僧坊でこの時

代のものは一つも残っていませんが，法隆寺や唐招提寺

( 第77図) に後世: のもの乍ら大体この期の様子の知れる

のが存在しています。叉極楽院禅堂といて奈良市内に残

っている建物は，もと大安寺の北の僧房の東北すみだと

ｾ“アベ“‘戸

いう考証がされていましたが，最近この東の方からも磨

石が出，東北限でないことがわかったのです。しかし今 寺食堂社等参考になります。特に新薬師寺金堂は金堂に

はお堂ですが( 鎌倉) ， この柱等に奈良時代のものが多 似ず素朴で小屋は大虹梁に合掌式で天井が張られてい ま

数残っており，柱は上下端を切られたらしく復原は困難 せん。毛利久氏はもと食堂だと言っておられますが， 正

ですが，浅野博士は第78図のような復原プラ γ を示して に食堂の感がらります。

下さいました。これによると中廊下で左右昔"4室あり， 寺院については，講堂，鍾後，経蔵，或は廻ls，南大

1 室が二分され， νγ ジ窓の方が居間叉は書見の聞で奥 門等々述べねばならない点が沢山ありますが，ひとまず

が寝室だろうと思います。全ての僧房がこうなっていた これで終ります。

とは思いませんが当時の僧尼の生活の一端が解って面白 倉

いです。この僧房は叉何房かに分けられ ( 2 室を 1房と この期には様々な倉が存在しました。板倉，校倉，双

する? ) 1 房には 8 人位人り，この内の 1 人が房主とな 倉等ありますが，特に正倉院の双倉にふれておきます。

り房の長をしていました。今坊主等と呼んでいますが， 詳しくは石田茂作博土著校倉の研究，或は拙稿双舎にっ

この房主から来たのではないのでしょうか。 いて，学研報第12号をお読み下さい。

食 堂 正倉院の倉は東向で北 ・中 ・南 3 室に分れ，北と南の

天平期の食堂は主要建物の東北にあったようです。法 倉は校倉で，中は板倉です。非常に高い床の上に建つ大

隆寺食堂( もとは政屋) 新薬師寺金堂( もと食堂) 輿福 きい倉です。校倉は甲倉，叉は亀甲倉と呼ばれ，断面三
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角の木に商を取って何段にも重ねています。断面の形亀

甲に似たる故にこう呼ぶとか言われます。このように二

つ以上並んだ倉を双倉( ナラピグラ) と言ったので・しよ

う。この時代には双倉は沢山あり，叉種々の形があった

と思います。正倉院の双倉には御存知のように大仏関限

のときの物品や， 聖武天皇関係の遺品が何万点と蔵され

今備勅封として天皇家の財産となっています。

得 社

第 5世紀から 6世紀にかけて完成されて来たと恩われ

る神社建築は，仏教建築の影響を受けて従来の原始的な

様相から仏寺建築化したものとなりました。大社，住吉

大鳥，唯一郁朗の建物を良く見ても，古い要素を持って

いるもの0 9 : ，様式上どうも奈良時代の香りがするのもこ

の故だと思います。

天平13年に宇佐八幡で法華経を読み三重塔が建てられ

たり ，天平神宮E元年の大嘗祭に僧侶を参列せしめ大変な

反対が出たので， r仏法を護るのが神だと お経に設い て

ある」等の弁解をしたりしています。こんな例が沢山あ

りますが，神社自体仏教の影響からのがれられなかった

事は事実でしょう。

絵 び

第 2 期前期は，生産ど力はほとん労力でしたが，この

中期には，鉄器の相当優れたのが出来て来ました。 しか

し筒労力が，非常なバーセ γ トをしめています。そして

労力は奉仕され，国民の生活に無関係な仏寺や大都市，

大宮庭，邸宅の造蛍に使用さされたのです。叉大宮人や

僧尼は，全く非生産的な建物の中で，最も非生産的な生

活をし，他の生面皆級の作ったものを権力で税納させて

重喜美を尽していました。その中で一体何が再生産されて

残って行ったか? 只，わずかに絵図，彫刻，建築にみ

る気品高い芸術と，生産力としての施工道具のわずかな

改良に過まなかったわけで、す。尤もそれらを造って行っ

たのは，聖徳太子でも聖武天皇でもない，たしかに当時

の絵師や大工ら生産階級で、あったわけです。

彼等は只財力叉は権力で造らしめたに過ぎないのでは

ないでしょうか。このような世の中で，特に者sではノー

マノレには行かず仏教のたいはい，高俗の支配力強化等か

ら尾を引き，ついに奈良の都を去って京都へ移らねばな

らなくなります。しかし単に遜都だけで全ては治らなか

った，前述のような事情が根を張って，遂にi侠本的な革

命が生じてくる迄の次第を，第 2 期後期として次号より

続けます。

( 筆者大阪市大理工学部建築計四及史学研究室〉

x  X  x  
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一仁王日コー…

二 つ の こ と

堀 口 甚 吉

そ の 1

「建築と社会」誌上にのせられた徳田頴氏の近代建

築史に関する論考は私の最も興味をもって読むものの

一つである。それは私も鉄骨' 構造の発達史をしらべて

いるので，① これに関係した徳田氏の論考lこ心ひか

れるのである。

29年2月号・にのった 仁R O MA N E S QU E R E V I V -

A Lとリチヤードソン」も， その意味において甚だ輿

味をもって読んだ。然し通読した際，第29頁の下から

第 17行に

叉建築史家タノレマツ ジは「彼の没後二年.l! nち1888年

に最初の隊天楼 Hom e I nsura nce  Bui l di ngがゾエ

ニー ( Wi1l i am L e B aτon  J  enney， 1832・1907) に

依って建築されたのであるから、彼が更に若干の余名

を保持すれば疑もなく摩天後を建築したであろう 」と

記されているのを見て，疑問をいだいた。それはリチ

ヤードソ γ の死が1886年で，その 2 年後は1888年であ

るがこの年に Home Insur anc e Bui l di ng が建った

というのに不思議を感じたのである。 Ho me I nsu-

r an ce Bui ldi ng は1883年に設計にかかり， 1884年着

工， 1885年に完成 したもので，本によ っては1883年或

は1884年，或は1885年と設計の年，着工の年，完成の

年をもってこの摩天楼の建った年としてい るが1888年

というのは初めて読んだからである。

それで，建築史家タノレマツジの著書を見てみようと

したが，私はこの本を所蔵せぬので，アメリカ文化セ

γ ターの図宙館にないかと，さがしにいったら，ちょ

うど見当った。貸出カードをみたら，何回も貸出され

ている本で・あった。手近かなところに，こんな有誌な

本があるのに，今までそれを知らず，読みもしなかっ

た不勉強をはずかしく思った。 しかも貸出カードの人

名には T ok uda と署名されたところが数箇所あり，

これが徳田 頴氏であれば旧知に出合った感じでなつ

かしく思った。そして，徳田氏の前述の文章の原文を

尋ねたら 178頁に

Ri char dson di ed i n 1886， t wo year s  af t er  

t he i nvent i on of  t he skel et on i r on f r ame 

whi c h ma d e  possi bl e t he s k y-scraper .  

とある。徳田氏は t wo year s af t er を1886年の後

2 年と考え られて，前記の訳文となったのと思うが，

…  



この t wo years af t er  は t he i nvent i on of  t he sur ance  Bui l di ng tこ使用したため Ne w Yor k の

skel et on ir on f r ame の後 2 年 と訳すべ きもの Bes s emer  Steams hi p c omp卸 E が後に会社の汽船に

と恩われる。そうすると Tal l madge は Ho me l n- J enney 号と名付けた程である。③又， 1931年に Ho me

sur 阻 ce Bui l din g の摩天楼の発明を 1884 年と考え

ているので同習の180頁には T he H o me  Insur ance 

B uil din g  was  be郡 山 i n Ma y， 1884と出ている。

ー建築物の建った年の差 1 年や 2 年は大した問題でな

いが，鉄背

i ldi凶ng の地位血( 主極めてZ重霊要なものなので， 愚見際限

したような次第である。

また，私は英語を専門に学んだものでな く，所謂主要

領読みで，読みとばしているので，上記の私の解釈が

英文構造上，誤っていれば，直ちに私の解釈を撤去し

ます。

I nsur ance Bui l di ng をこわした時，建築家の委員会が

この建物に用いられた材料及び，腐蝕の程度等調査しそ

の調査は出版物として出した。その結論は Tal l madge 、

も同誌181真には与閉しているし Tal l madge 氏 自 身 .

もこの調査委員の 1人で且つ委員長であった。このこと

は同頁の脚註に記されている。この調査のときは，鉄材

の定量分折をし，顕微鏡写真をとり，鋼の形梁の鋼と し

ての時質は1931年代のものと何等のそん色な しと発表し

たのであるから，④調査員の Tal l madge が鋼の形梁を

Ho me  I nsurance ｂｵｾｬ､ｩｮｧ に使用したことを氏の薪

に記さないというのは，不思議の極みである。これを

次にこの Tal l madge の T he Hist ory of  Ar ch- 考へると，氏の St ory of  A rchi t ect ure i n Amer i c a 

i tecture i n ａｭ･ｲｩ｣｡ はその ｩ＿ｾにやや不正確なと は，氏が通俗説物として調子をおろして奮いたものか，

ころもあるように思われる。これはアメリカへいって 或は幾分不確かな点を含有する本であると考へられる。

やらなければならぬ問題であるが，参考までに記して 「誤りのない本はない」 というような諺がある位であ

会員諸兄の御判断を仰ぎたい。それは同部の 180頁に るから，一個所の記述の不正確を指摘するのは大人気な

「事ｾ鉄の型梁は ＱＸ ＵＵ 年に始めて米国に ￭ ｩｄ入され 、 使 いしぐさであるが，外国語で語いた本は，信用する人が

} 刊されたが、1875年皮11 . 米国で圧延きれなかった。軌 多いので所感を記したのでーある。

条は数年育ij に圧延されていた。J ones and Laughl i n 

が最初のベツ セマー銅の H 手梁を1889{，j三に庄延し、平

炉鈎のものを1895年に圧延した」

と記されている。この事実は正しいとしても紗3図会

社として有名な Car negie 会社がすでに1884年にはベ

ツ七マ ー鋭の形梁を圧延してすることがぬけている。

話① 堀口、鉄骨併進発達先の研究、主主のー~其の六

1953- 4年、学会支告j ¥; &び大会に発表

註② Randal l : Devel opment  Chi cago Bui l di ng 

1949.  P.  106 或 l'.l:. Gi edi on:  T i me， Space， 

and Aachi t ect ure.  1951. P.  142 

註① Di cti onar y of Amer i c a B iogr aphy V oI. X.  

P. 55 

註③ Engi neer i ng News- Recor d Feb.  18， 1932 

そ の 2

「建築と社会J 29年 2 月号の竹内孝氏の「虫を無恩て

J enney は前記の H o me I nsuar anc Bui l di ng の第

6 階以上の梁としてこの銅5誌を使用しているからであ

る。② Tal l madge はJ ones and Laughl i n のことを

いっていて Car negie 会祉のことをいっていないの

であるから，それは問題にするのが間違っている とい

きたら」も甚だ興味をもって読んだ。建築家が住宅建築

われればそれまでであるが Tal l madge は 問 書 の をする場合，最も注意すべき点で且つわすれられやすい

181頁に H o me I nsur ance  Bui l di ng の使用鉄材と 点えの提言は最も有誌な言である。文章中に拙稿まで6 1

して柱に鋳鉄，梁に錬鉄をあげ，銅梁については少し 用していただいて恐縮の至りである博士と記されていた

も記述がないから， Car negie 会社の庄延鋼を全然無 が，私は博士でありません。単なる老書生です。この点

視しているのである。しかし錬鉄と鏑の栂異点は炭素 正誤しておぎます。

j l l : により微妙な点、があるから ，そんなにむきになるの 住宅建築は，建築家がすべて興味をもち，且つ一家言

は野暮だといわれる人もあるか， 知れないが， Tal l - があることと思うので，各年層の人々の住宅観など本誌

madge 氏は，錬鉄と鏑の区別を知らないような人で にのせていただければ有議と思います。

はないだろう。

こう考へると問書第 180 頁の記述は四院が欠けて

L 、る。 J enney ，主始めてベツセマ ー鋼を H o me l n-

1954， 2， 14 ｾ＠

( 筆者 大阪工業大学講師 ・淀川工高 主事) ｾ＠

‘，ＮＮＮ，Ｎ ν 、，ＮＮ，｟｟、内ｾ、Ｇｶｶ、Ｂ～Ｇヘｾ、ｾ、《前 ､ 匂へｾ切、例ｾ、，、町、
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0 理 事 会 第10固定例理事会 2 月18日木午前11時

於大阪P ラプ会議室，竹腰会長外12名。議事: 1. 建設工事

標準請負約款改E に関する件，建築学会より照会検討後

学会，土会，業協会並本会の四会連合を以て改正案研究

することに賛同し取敢ず学会に一任し追て本会に委員会

を設け今後に処すること申合せ。 2.不動産取得税反対陳

情に関する件，大阪ピノレ協会，大阪土地協会並木会と連

合協議を重ねた結果成案を得たので直に関係当局に反対

陳情を発することを一同賛成決議。 3. 尼崎における「栄

える産業博覧会」に出品の件，五日会十五社各位に出展

並経費応援方依頼中であること諒承を得進捗することと

なった。4. 会員詮衡並会員憎加に関する件，会員増加に

つき意見交換各業界別に団体会員を獲得する企画をたて

会員委員会を設けることとした。5. 29年度収支予算の件

主記主計にて立案し三月理事会に提出し三月下旬評議員

会に諮ることとした。 6 三月午餐会の件， 3 月30日本会

創 立記念 日を卜して平素より盛会にと申合せる。英の他

報告事項( 省略〉

0 評 議 員 会 2 月25 日朝日ピル本会々議室にて周年

度理事選挙に関し技術部門理事に就て懇談会を開催せり

O 委 員 会 活 動 ( 災害委員会) 2 月6 日於損害保険

協会，講演会の打合せ， 防災庶民住宅等検討。( 建材審

査委員会) 2 月初日於大阪建設会館第一会議室，置塩委

編 集 後 記

「建築労働問題」としづ特集は，なかなかむつかしい

いままで建築技術のことばかり編集 しているこの種雑誌

にとっては，画期的な試みだと思うが，それだけに，相

当骨のおれることである。 しかし，建物をつくりあげて

いくためには，たんなる技術の問題だけに焦点があるの

でなくて，やはり，労働にも重要な意義があると思う。

労働関係には，階層別には使用者の問題，職員の問題，

土建労働者の問題 との 3 つの相互関係がある。 また職域

別には，公務員( 官庁関係) ，綜合建設， 零細小企業の

三つの職域における労働問題になる。

したがって，労働問題には，それぞれの階層および職

域における雇傭関係，労働条件をまbきらかにしなければ

ならない。この編集では，重点を職員と労務者にお き，

これらの実状をあきらかにするようにした。

I L O会議に，使用者，労働者のそれぞれの代表から

貴重なる原稿をいただいた。

官庁関係では建設省を選んだ。綜合建設における職員

の問題には， 日建協からの資斜をいただき，また東西合

同幹事会の議事録をのせ，その動きをしるようにした。

小企業で‘ は，協同組合のことをけいさいした3 土建労働

者の問題では，大阪建設労組のかたからと，その他二鱗

をのせた。 なお，建設職員の座談会の記事: もあわせ集録

した3

以 上，原稿をいただし、たかたがたにあっく感謝する 3

38 

員長外22名，青盛建材テツグス並日綿実業ビフロ床材審

査開始，後優良証明受証者と懇談会開催，更に審査委員

との懇親会を席を変えて錦水にて開催 し盛会に終了。

O見 学 会， 午 餐 会， 爾 演 会 ( 会参事委員会〉主催

2 月12日木午後 2 時 よ り酒蔵 ・大 関 ・を清水建翻< K の斡

旋の下に見学，参加40名。 ( 会事事委員会〉主催 2 月16日火

午後 2 時よりキヤパレ{ 富士を中JII建 設KKの斡旋により

見学，参加者80名。( 災害遺書員会) 主催 2 月17 日水午後

3 時「建築設計と火災保険」の講演会を第一生命十二階

会場にて，講師中村{ 同氏，参加50名，映画近江屋提供の

「率福の番人J rニユ { スJ を観賞。(理 事 会〉主催 2 月

18日木正午於大阪 F ラプ午餐会，参加35名「アメリカの

庭園設計」についてコリシズ氏の講演を聴取。 ( 会参事委

員会・明疋社) 主催 2 月19 日金午後 3 時於第一生命十二

階会場「エパ ーソフト」講習会参加50名。( 会努委員会〉

主催 2 月24 日水午後 3 時於消7. K 建設四階講堂「シリ γ ダ

{ シャ ーレの諮十について」 講演 ， 講 師 横 尾 義 貫 氏 参

加70名盛会に終了。

大 阪 市 大 H 建 築 会 H 総 会

5 月 1 日午後 6 時より。於。浪速荘。会議室。

( 但し，市電上六と上八の中関東入る 〕会費不要コ

大阪市大及び都島工専建築卒業生は，御集り下さし 、つ

= 会 員 の 声 を の ぞ む=

「建築と社会」誌に会員のいつわらざる芦をのせて

よい機関誌にしていきたいと思っています。下記の

要領で原稿をお送り 下 さい。字数 400字。けいさい

の分には簿謝を呈します。

1. 職場の便り。 2. 感想。 3. 雑誌への批判。 4. 建築

界の社会について。5. 建築協会への御窓見。

建 績 と 社 会

第 3 5 揖 第 4 号

売価 1 部 100円 ( 送料共〉

昭和29年 3 月25日印刷・昭和29年 4 月 1 日溌行

編集発行人 沖
田 誠

溌 行 所 社団法人 日 本建築 協会

大阪市北区中ノ烏3 / 3朝 日ピル

電 話 北 浜 ⑧ 1 3 3 4 - 9 呑

振 轡 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 呑

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6  

印 刷 者 網 野 栄

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6

印 刷 所 株式会社研文社 電話盟締@2056零



丸 の 内 日 活 劇 場

新 築 概 要

位 置 東京都千代田 区有楽町1丁 目 11帯 地

工 期 起 工 昭和27年 12月

竣 工 昭和29年 3 月

敷 地 面 績 4  5  7. 9 主F

建 築 面 績 1， 7  4  3. 9  2 均三

陪 数 地 下 1 階 地 上 4 階

限 ! 場 線 牧 容 数
1 ， 5  1  1 名

主 体 構 這 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

軒 高 6  7. 1 1 尺

設 計 施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

冷 媛 房 ・ 換 気 ・ 衛 生 ・ 設 備 施 工

須 賀 工 業 株 式 曾 祉
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本 設 備 の 概 要

2令握房換気設備

外部I l . 面する窓を一切持? こない本劇場は完全な

エヤーコ y デシヨニシグ設備によって四李を通じ

快適な空気状態を保持せしめて居ります。乙の設

備を次の 12系統に分けています。

1 ) 劇場並ロピー冷暖房系統

2 ) 地階機械室、電気室、他換気系統

3 ) 中 2 階映写室、換気系統

4 ) 便所、換気系統

5 )  3 階 ロピー排煙系統

{; )  3 階層量級筆並倉庫換気系統

7 ) 地階スナップバー冷駁房系統

8  ) 地階スナップバー毘j房排気系統

9 )  4 階〆ν スホ ール冷緩房系統

10)  4 階ダンスホーノレ排雌系統

11)  4 階ダ ンスホーノレ便所換気系統

12)  4 階ダ y スホール厨房換気系統

衛 生 設 備

1  ) 上水給水設備

郡上水道を地階受7]<. 槽 IL受7kし之を塔屋内の医上

水梢 1(. 鑓水し之より重力式1とより各洗面所、便所

ヱヤーワツ ジャー 、居j房 、等I l . 給水して居 ります。

2 ) 弁水給水設備

地階 l ζE室井一基を設備しポアホーノレポン プにより

地下室床下沈彰槽 ( 貯水槽 ) I l . 貯水し、冷房用水

1(. 使用して居ります。

3 ) 消火設備

地階控量級室内 1(. 消火ポンプ 1 台を設備し各階設置

の私設消火栓に接続し非常の際は屋上水筒への連

絡管1(. 設備した自 E立総官弁の作用によ りポンプを

起酎する桜にしてあ ります。信建物外野 ILサイヤ

ミーズコンネグジョンを設備してあ ります。

4 ) 排水通気設備

1 階以上の各器具の排水は之を取飯めて直接都下

水道本管 IL放疏し地階の排水は床下汚水憎に集水

し自開IJ W政装置ぞ設備した排水ポンプI l . 依って都

下水道本管に放疏しであります。 通気管はノレ ープ

ベy ト式とし彦 外I l . 開放し てあ ります。

5 ) 衛生器具設備数監

洋風大便器 10組

和風大使容 26組

壁掛スト ーノレ 28組

腰掛小便器 4 組

洗 面 器 25組

スロップシング 5 組

流 し 2 組

手 投 器 3 組

6 ) 厨房設備

4 階〆ンスホー; l - 設に地下スナップバーの悶房極控

訴設備 1 式ぞ施工いたしました。

本設備に使用の主な機器

冷 媛 房 設 備

ターボ冷 凍 機 200i，令棟噸 x 250馬力 1 台

。 56冷凍噸 X 80馬力 1 台

凝 縮 水 ポ シ プ 5 吋 X 10馬力 1 台

// 

噴 怨 ポ シ 7'

1/ 

411寸x 10馬力

6 1r. J x 40馬力

2  !r.J x  3 馬力

空 気 洗 百摩擦

セグシヨナノレボイ ラー S - 7 9吋- 10

オイルバー ナー

J ' t 笠給水ポンプ

送 風 機

排 風 機

送 風 機

1/ 

換 気 設 備

送 風 機

排 風 儀

// 

1/ 

機

醐

臨

機

機

風

風

風

風

送

緋
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排

// 

// 

// 

1/ 

プロペ ラーファン

衛 生 設 備

消 火 ポ ン プ

上7]<. 援7kポンプ

40ガロン /時 x 1 馬力

No. 10X 40馬力

NO. 9  x 15馬力

N o.5% X 15馬力

N o. 3  X  2 馬力

N o.6ちら X 5 馬力

N O.5% X  5 馬力

N o. 4 x  3 馬力

N O. 3% X  2 馬力

N o. 3  X  2 馬力

No.  3  X  2 馬力

No.  3  X  1 馬力

No . 3  )<.. 1 馬力

N o. 2:t，':! x  1 馬力

N o.  2  X  1 馬力

N o 2  x 弘馬力

N o 2  X! -4馬力 1 台

121吋 2 台

31t;J x 15馬力 1 台

2V2吋 ><7比馬力 2 台
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上 7k 受 水 槽 ( コンリグ ート製)

3. 0 米 λ5. C米 x 1. 5米 1 基

駿 上 水 槽 ( 鋼板製)

1. 8米 x 2. 5米 x 1. 8米 1 基

盤 芥 141吋x 300尺 x 13.000石/ 日 1基

ボアホ ールポンプ 61吋X 40馬力 1 台

汚水排水ポンプ 21，，:! 吋 )1 3 馬力 2 台
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現在施工中の主要工事

衛 生 設 備

冷 暖 房 設 備

衛 生 設 備

衛 生 設 備

衛 生 設 備

衛 生 設 備

冷 騒 房 設 備

衛 生 設 備

衛 生 設 備

援 房 ・ 衛 生 設 備

冷 鐙 房 設 O i i i

E量 房 衛 生 設 備

髭 房 衛 生 設 備

衛 生 設 耐H

6  0  0  l Pボイ ラー設{町

東 京 建 築 会 館

住 友 銀 行 神 田 駅前ヨ芝居

飯 野 海 運ピノレデ イング

名 鉄ーピノレデイ シ グ

日 本 銀 行 金 沢 支 庖

金 沢 逓 信 病 院

滋 賀 県 公 会 堂

神戸銀行道修町 ピノレデイ ング

梅 田 ピノレデイ ン タ

豊 中 市 民 病 院

紀 陽 銀 行 本 后

玉 造 整 形 外 科 病 院

字 部 市 序 舎

博 多 会 館

芦 屋 空 軍 基 地
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工

媛

賀須 一
枇

電 芝@ 代表7151- 5

包 本 局③ 2784. 5453

電 下① 1989. 2255

電 鷲 合① 5804. 5805

電 東① 1279. 2749

盆7

日式

大阪市福島区堂島浜通 4 丁 目

官 話 福 島@ 代表 1 1  7  1- 5  

支

東 京 都 港 区 芝 田 村 町6 丁 目

名 古 屋 市 中 区 材 木 町 1 丁目

京 都市下京区 烏 丸 遥 訟 原 下 ル

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 2丁目

福 岡 市 千 代 熊 町

庖

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 庖

紳 戸 支 庖

福 岡 支 庖
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